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愛
知
県
は
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
被
害
が
と
て
も
多
く
、
平
成
19
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
11
年
連
続
で
全
国
ワ

ー
ス
ト
１
位
で
す
。
幸
田
町
を
含
む
岡
崎
警
察
署
管
内
も
例
外
で
は
な
く
、
空
き
巣
や
忍
込
み
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

侵
入
盗
以
外
に
も
、
町
内
で
は
昨
年
の
11
月
末
時
点
で
４
件
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
に
は
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ
り
ま
す
。
侵
入
盗
発
生
状
況
や
対
策
方
法
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
や
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

侵入盗
総数

住宅対象侵入盗
そのほか

空き巣 忍込み 居空き
本年 330 87 62 ８ 173
前年 207 49 55 ９ 94

侵入盗
総数

住宅対象侵入盗
そのほか

空き巣 忍込み 居空き
本年 41 ９ 12 ０ 20
前年 36 ３ 14 １ 18

←窓ガラスを割られな

いように、写真のよう

なフィルムを貼ること

も効果的です。

←岡崎警察署管内で

は、このように店舗や

事務所を対象に「現金

ゼロ宣言」活動をして

います。防災安全課で

もお配りしていますの

で、ぜひご活用くださ

い。

←通常のクレセント錠だけでなく、写真のような補助

錠を活用してツーロックを心掛けましょう。また、窓

の上に付けることで、万が一窓を割られてしまって

も手が届きにくいため侵入を防ぐ可能性が高くなりま

す。防犯フィルムと補助錠については、数に限りはあ

りますが、防災安全課でお配りしています。

　「そのほか」とは、店舗荒らしや事務所荒らしのことを指しています。
　岡崎警察署管内の被害件数は愛知県内でワースト１位であり、平成29
年と比べて＋79件（+84％）と激増しています。

　昨年の空き巣被害は平成29年に比べ、＋６件と３倍に増加しています。
　住宅対象侵入盗のうち、３割が無施錠箇所から泥棒に侵入されていま
す。まだまだ鍵かけの意識が根付いていません。

岡崎警察署管内侵入盗発生状況
（平成30年11月末時点）

幸田町内侵入盗発生状況
（平成30年11月末時点）

できることから侵入盗対策を！

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
に
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岡
崎
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
の

11
月
末
時
点
で
28
件
の
特
殊
詐
欺
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
額
は
、

約
３
、４
０
０
万
円
で
す
。

　

町
内
で
も
、
４
件
の
特
殊
詐
欺
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
３
件

は
役
場
職
員
を
か
た
っ
た
「
還
付
金
詐

欺
」
で
、
も
う
１
件
は
警
察
官
を
か
た

っ
た
「
架
空
請
求
詐
欺
」
で
す
。
公
的

機
関
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
っ
て
お
金
の
や
り

取
り
を
指
示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
！　
そ
の
時
点
で
詐
欺
で
す
。

岡崎警察署管内特殊詐欺被害状況

（平成30年11月末時点）

◦
７
月
に
１
件
、
８
月
に
２
件
、
同
様
の
手
口

で
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
手
口

と
し
て
は
、
役
場
職
員
を
名
乗
り
「
保
険
の

制
度
が
変
わ
り
、
還
付
金
が
あ
る
」
と
の
電

話
が
入
り
、
続
け
て
金
融
機
関
の
担
当
者
を

名
乗
る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
ス
ー
パ
ー

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
指
示
さ

れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

◦
11
月
に
は
30
代
女
性
の
携
帯
電
話
に
「
国
際

金
融
詐
欺
事
件
で
逮
捕
し
た
男
が
あ
な
た
の

通
帳
を
持
っ
て
い
た
。
被
害
者
が
あ
な
た
を

告
訴
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
に
出
廷
す
る
か

被
害
者
認
証
を
受
け
る
か
ど
ち
ら
に
し
ま
す

か
」
と
言
わ
れ
、
女
性
が
被
害
者
認
証
を
希

望
し
た
と
こ
ろ
、「
口
座
に
50
万
円
以
上
あ

る
と
監
査
に
引
っ
か
か
る
の
で
指
定
の
口
座

に
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。
監
査
終
了
後
す
ぐ

に
戻
し
ま
す
」
と
要
求
さ
れ
、
約
１
０
０
万

円
を
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

決
し
て
１
人
で
悩
ま
ず
、
警
察
や

ご
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　
防
災
安
全
課
安
全
対
策
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
５
６
４
）62-

１
１
１
１（
内
線
３
７
２
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）63-

５
１
３
９

　役場や社会保険庁などをかたって、医療費などの
還付手続きを装って被害者にATMを操作させ、現
金をだまし取る手口です。

　実際に融資しないにもかかわらず、融資申込者か
ら補償金名目などで、現金を振り込ませてだまし取
る手口です。

　息子や娘、孫をかたり「小切手が入ったカバンを
盗まれた」「現金が必要だ」などと言ったり、警察
官や金融機関職員をかたり「あなたの口座が犯罪に
使われている」などと言ってだまし、自宅などに来
た犯人が手渡しで現金を受け取ったり、ATMへ誘
導し指定した口座へ振り込ませたりするという手口
です。犯人が息子などになりすまし、事前に「電話
番号が変わった」と電話がかかってくることがあり
ます。これは、犯行に使う電話番号を息子などの新
しい電話番号だと信じ込ませることが目的です。言
われた番号を信用せず、自分が知っている番号に電
話して確認しましょう。

　有料サイトの登録料や利用料金、過去の通信販売
の商品未払いを請求する手口です。ほかにも、「名
義貸し」をキーワードとした手口が急増しています。

具体的には
　A社から「あなたにはB会社の株を購入する
権利がある。権利を譲ってほしい」と電話があ
り、その後B会社から「名義貸しは違法行為で
逮捕されてしまいます。逮捕されないためには
…。」と現金をだまし取る手口です。

手口 件数

オレオレ詐欺 13

架空請求詐欺 11

還付金詐欺 ４

合計 28

特集
１ 安全・安心に暮らすために

オレオレ詐欺

還付金詐欺

架空請求詐欺

融資保証金詐欺

幸
田
町
で
も
こ
ん
な
被
害
が
！

特
殊
詐
欺
に

ご
注
意
！

振り込め詐欺
知っておきたい

のパターン

もうダマされ
ないぞ!!
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税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

＊�受付用の番号札を午前７時30分～８時30分は役場正面玄関前で、午前８時30分～午後４時は申告会場前で配布して

います。なお、午前９時から番号順に受付を始めますが、番号を呼んだときに申告会場にいない場合は、番号札を

取り直していただくことになりますのでご了承ください。

＊�今回の申告から、岡崎税務署の職員による利用者識別番号の発行後、申告書を作成します。すでに利用者識別番号

を発行されている人は、「利用者識別番号等の通知書」などをお持ちいただき、当日は申告書の作成からとなります。

＊�確定申告期間中は、提出箱を１階税務課６番窓口に設置します。申告相談期間中は大変混雑しますので、ご自身で

申告書を作成した人は、提出箱をご利用ください。

役場で申告相談ができない確定申告

��申告する所得が給与所得、公的年金などの雑所得の場合（確定申告書Ａ）は、役場で相談・受付を行っていますが、

次の①～⑦の申告は役場で相談・受付ができませんので、岡崎税務署で申告相談をしてください。

①事業所得、不動産所得、土地・建物や株式などの譲渡所得がある申告（確定申告書Ｂ）

②住宅借入金等特別控除、雑損控除を受ける申告　　③海外に居住している親族を扶養に入れる申告

④外国人や亡くなった人の申告　　　　　　　　　　⑤損失の申告

⑥過年分（平成29年分以前）の申告　　　　　　　　⑦ＦＸなどの金融商品や仮想通貨などの申告

問合せ　税務課町民税グループ　☎（0564）62－1111（内線161）　FAX（0564）63ー5334

幸田町役場での申告相談
　源泉徴収票などを基に申告書を作成・受付します。ご自身で申告書を作ることができない場合にご利用ください。

��

町
県
民
税
や
所
得
税
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告
が
必
要
か
確
認
し
、
該
当
す

る
場
合
は
早
め
に
準
備
し
て
、
申
告
会
場
で
の
相
談
、
郵
送
、
持
参
、
電
子
申

告
（
確
定
申
告
の
み
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

とき ところ 受付のできる申告

２月７日（木）～15日（金）
（土日祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～４時
役場４階ホール

町県民税の申告

２月18日（月）～３月15日（金）
（土日を除く）

午前９時～正午、午後１時～４時

町県民税の申告
所得税の確定申告
（確定申告書Ａのみ）
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＊パソコンを利用して確定申告書などを作成します。

＊会場の混雑状況により受付を早めに終了する場合があります。

＊申告書の提出のみの人は、税務署１階で提出してください。

問合せ　岡崎税務署�☎（0564）58－6511��
　　　　＊�自動音声により案内します。所得税、消費税の確定申告および贈与税の申告に関するご相談の場合は「０」

を選択してください（３月15日（金）まで利用できます）。

①配偶者控除が、配偶者の合計所得のほか、申告する人の合計所得金額に応じて適用されることになりました。

　なお、申告する人の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配偶者控除の適用を受けることができません。

②�配偶者特別控除の金額が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下とされま

した。（改正前　38万円超76万円未満）

　平成29年分の確定申告から、領収書の提出または提示の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要になり

ました。＊医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。

　「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する申請書を提出している人であっても、寄附先が５団体を超

える場合や、医療費控除を受けるなどの理由により所得税の確定申告をする場合は、ふるさと納税を行ったすべ

ての金額を寄附金控除の計算に含めて申告する必要があります。

　確定申告会場は、大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。

ぜひ、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用く

ださい。ページ下部のＱＲコードからアクセスできます。

　１月から、マイナンバーカード方式またはＩＤ・パスワード方式によりe-Taxの利用が便利になりました。また、「確

定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンでも所得税の確定申告書が作成できます！

◀国税庁ホームページ　確定申告書等作成コーナーへアクセスできます。

＊掲載コードのリンク先は予告なく変更または削除する場合があります。

作成コーナー 検　索

とき 受付のできる申告 ところ

２月18日（月）～３月15日（金）　土・日曜日を除く。
ただし、２月24日、３月３日の日曜日は開設します。
午前９時～午後５時（相談受付終了時刻は午後４時）

所得税の確定申告
消費税の確定申告
贈与税の申告

岡崎合同庁舎５階大会議室
岡崎市羽根町字北乾地50番地１
（シビックセンター隣）

所得税および復興特別所得税、贈与税の申告と納税は３月15日㈮まで
消費税および地方消費税の申告と納税は４月１日㈪まで

申告と納税は正しくお早めに！

タックスアンサー
　よくある税の質問に対する一般的

な回答を税金の種類ごとに調べるこ

とができます。詳しくは、国税庁ホ

ームページをご覧ください。

★マイナンバーカード方式

　マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタが

あれば、パソコンから e-Tax で申告ができます！

★ＩＤ・パスワード方式

　税務署でＩＤとパスワードを受け取ればパソコン

やスマホからe-Taxで申告ができます！

特集
２ 税の申告は正しくお早めに

岡崎税務署での申告相談

配偶者（特別）控除が変わります

医療費控除は領収書の提出が不要です

ふるさと納税（寄附金控除）の申告漏れにご注意ください
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■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

１
．
給
与
所
得
が
あ
る
人

①
給
与
の
収
入
金
額
が
２
、０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各
種

の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を

除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入

金
額
と
、
各
種
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、

退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人

２
．
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
人

　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
み
で
、
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
か
ら
所

得
控
除
を
差
し
引
く
と
、
残
額
が
あ
る
人

＊
た
だ
し
、
公
的
年
金
等
（
そ
の
全
部
が
源

泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
も
の
に
限
り
ま

す
）
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
各

種
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と

き
は
、
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

３
．
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
（
譲
渡
所
得

や
山
林
所
得
を
含
む
）
か
ら
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
（
課
税
さ
れ
る
所
得
金

額
）
に
所
得
税
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た

税
額
か
ら
配
当
控
除
額
を
差
し
引
い
た
結
果
、

残
額
の
あ
る
人

＊
１
～
３
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
人
で
あ
っ
て

も
、
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
譲
渡
損
失
と

配
当
所
得
と
の
損
益
通
算
お
よ
び
繰
越
控

除
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
人
な
ど
は
確

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人

　

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
次
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
（
還
付
申
告
）
に
よ
り
税
金
が
還
付

さ
れ
ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け

ず
に
源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
と
な
っ

て
い
る
と
き

②
一
定
の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
な
ど

し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
と
き

③
マ
イ
ホ
ー
ム
に
特
定
の
改
修
工
事
を
し
た

と
き

④
災
害
や
盗
難
な
ど
で
資
産
に
損
害
が
あ
る

と
き

⑤
多
額
の
医
療
費
を
支
出
し
た
と
き

⑥
特
定
の
寄
附
を
し
た
と
き

■
確
定
申
告
に
必
要
な
持
ち
物

①
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
お
知
ら
せ
は
が
き

ま
た
は
お
知
ら
せ
通
知
書
お
よ
び
確
定
申

告
書
類（
い
ず
れ
も
郵
送
さ
れ
た
人
の
み
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
お
よ
び
身
元
確

認
書
類

③
前
年
の
申
告
書
の
控
、
利
用
者
識
別
番
号

の
分
か
る
書
類

④
源
泉
徴
収
票
の
原
本
（
給
与
や
年
金
が
あ

る
場
合
）

平成30年分住宅借入金等特別控除の確定申告説明会
と　　き　２月12日（火）～15日（金）��午前９時～午後４時
　　　　　＊混雑状況により受付を早めに終了する場合がありますのでご了承ください。
と こ ろ　岡崎合同庁舎５階大会議室（岡崎市羽根町字北乾地50番地１、シビックセンター隣）
対　　象　①�給与・年金所得者で、平成30年中に住宅ローン等を利用して住居（居住用）を新築・購入または増

改築し、一定の要件に該当する人
　　　　　②平成30年中に住宅取得等資金の贈与を受けた人
そのほか　必要な書類などについてのご質問は、岡崎税務署へお問い合わせください。
問 合 せ　岡崎税務署　☎（0564）58－6511

税理士による無料税務相談所
と   き　２月18日（月）～20日（水）��午前９時30分～正午、午後１時～４時　　　ところ　幸田町商工会
対　象　①�平成29年分の所得金額が、300万円以下（青色事業専従者給与額・青色申告特別控除額または事業専

従者控除を控除する前の金額）の事業所得者、不動産所得者
　　　　②�消費税課税事業者である場合には、基準期間（平成28年分）の課税売上高が3,000万円以下で①に該

当する人（ただし簡易なものに限る）
　　　　③給与所得者および年金受給者（ただし所得金額が高額な人、相談内容が複雑な人は除く）
　　　　＊�譲渡所得（土地、建物および株式を売った人）、山林所得、贈与税および相続税の申告・�相談は行いません。
問合せ　幸田町商工会　�☎（0564）62－0120

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
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⑤
医
療
費
の
明
細
書
や
生
命
保
険
料
控
除
証

明
書
な
ど
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
書

類
⑥
印
鑑

⑦
通
帳
な
ど
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
還
付
が
あ
る
人
の
み
）

＊
①
～
⑦
以
外
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
税
務
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
５
ペ
ー
ジ
下
部
に
記
載
さ
れ
て
い

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
）。

＊
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
し
た
申
告
書
は
、
事
前
に
税
務
署
で
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お

持
ち
で
な
い
人
も
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限

　

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

　
　

贈
与
税
…
３
月
15
日
（
金
）

　

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　

４
月
１
日
（
月
）

■
振
替
納
税
利
用
の
お
願
い

　

納
税
は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。

　

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
日

　
　

４
月
22
日
（
月
）

　

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
振
替
日

　
　

４
月
24
日
（
水
）

■
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

で
作
成
で
き
ま
す

　

申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
作
成
し
た
申
告
書
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用

意
す
れ
ば
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提

出
で
き
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
、「
Ｉ

Ｄ
」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
使
用
し
て

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

＊
「
Ｉ
Ｄ(
利
用
者
識
別
番
号)

」
と
「
パ
ス

ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）」
は
、
税
務
署
で

職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た

後
に
発
行
さ
れ
る
た
め
、
発
行
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
お
近
く
の
税
務

署
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

③
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済
み
）
で
、
医

療
費
控
除
ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
附
金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
す
る
人
は
、

ス
マ
ホ
専
用
画
面
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

＊
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
を
提
出

す
る
と
、「
税
務
署
へ
行
く
手
間
が
か
か

ら
な
い
」、「
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間

利
用
可
能
」、「
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付

書
類
は
提
出
不
要(

自
宅
保
管)

」
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ホ
申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

２
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
岡

崎
税
務
署
に
お
い
て
、
ス
マ
ホ
専
用
画
面
を
利

用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

１
．
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
在
住
で

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
所
得
が
給
与
所
得
お
よ
び
公
的
年
金
の
み

の
人

２
．
②
に
該
当
す
る
人
で
、
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
控
除
（
医
療
費
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

＊
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が
遺
族
年

金
な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
や
無
収
入
の

場
合
で
も
、
保
険
税
（
料
）
の
軽
減
を
受

け
る
た
め
に
申
告
が
必
要
で
す
。

■
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
の

人
の
申
告

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
額
が
20
万
円
以
下
の

人
は
、
還
付
を
受
け
る
場
合
な
ど
を
除
き
確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
、
町
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
お
よ
び
身
元
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
の

原
本

③
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
年
金

保
険
な
ど
）
の
支
払
い
証
明
書
、
医
療
費

の
明
細
書
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、

障
害
者
手
帳
な
ど
各
種
控
除
を
受
け
る
た

め
の
書
類
（
医
療
費
は
合
計
額
を
計
算
し
、

確
定
申
告
と
同
じ
よ
う
に
明
細
書
の
作
成

を
お
願
い
し
ま
す
）

④
印
鑑

■
申
告
書
の
発
送
に
つ
い
て

　

昨
年
町
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
で
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
１
月
下
旬
に
申
告

書
を
送
付
し
ま
し
た
。
ご
自
身
で
記
入
で
き
る

人
は
、
郵
送
も
し
く
は
役
場
１
階
税
務
課
６
番

窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
提
出
箱
に
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
町
民
税
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
５
６
４
）62-

１
１
１
１（
内
線
１
６
１
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）63-

５
３
３
４　

特集
２ 税の申告は正しくお早めに

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

7 広報こうた●2019（H31）2.1



　町内で大規模土砂災害が発生し、合同で救助活動を実施するという想定で、西三河地区の幸
田町消防本部、岡崎市消防本部、豊田市消防本部、西尾市消防本部、衣浦東部広域連合消防局
が合同訓練を実施しました。訓練を通して、隊員たちは、連携の確認をしました。近年、大規
模災害で緊急消防援助隊として各地に派遣され、多数の消防本部で連携する機会が増えていま
す。今後も、訓練を重ねて災害に備えていきます。

　町民会館南側駐車場内で、自動走行車の試乗体験会を実施しました。運転席が無人状態で、
ハンドル、アクセル、ブレーキを自動的に制御し、緊急時には遠隔操作を行うという「レベル
４」で行いました。参加者は、「想像よりも滑らかに進んだ」「公道でも走れるようになってほ
しい」「この技術で生活が楽になるといい」など感想を話してくれました。

　東京工業大学で、第９回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト全国大会（地区大会594チー
ムから60チーム選抜）が開催され、幸田町少年少女発明クラブ所属の星

せい

河
が

（深溝小学校５年の
渡
わた

邉
なべ

大
たい

雅
が

くん、村
むら

田
た

泰
たい

誠
せい

くん）が出場しました。町に生息するオオムラサキを題材にしたから
くりパフォーマンスカーを披露して予選を突破。20チームで争う決勝トーナメントに進み、見
事銅メダルを受賞しました。

▲ガレキから人を救い出します ▲連携の取れた救出活動

▲試乗してレベル４を体感

▲パフォーマンスカーのプレゼンをしました

▲自動走行車の車内の様子

▲進め！　幸田のオオムラサキ

身
近
な
情
報
を
広
報
へ

西三河地区消防合同訓練西三河地区の連携を強化 11/20

自動走行実証実験いざレベル４の自動走行車へ！ 11/26

第９回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト出場
からくりオオムラサキで銅メダル獲得

12/1
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　あいち森と緑づくり都市緑化推進事業の一環として、幸田深溝里土地区画整理事業地内で緑
化活動を行いました。当日は、㈱デンソー幸田製作所と町の共催で「幸田グリーンフェスin深
溝里～デンソーグループハートフルデーin幸田～」を開催し、区画整理組合の役員やデンソー
社員など約130人が参加しました。寒い中でしたが、積極的に緑づくりに取り組んでいました。

　豊坂小学校体育館および勤労者体育センターで、第49回幸田町ユニバーサルホッケー大会を
開催しました。大会は２日間で全５部門が行われ、71チーム552人が参加しました。各部門の
優勝チームをご紹介します。

▲大きな木に育ってね ▲参加した皆さん

①小学１・２年生の部　とよさか☆かきふらい　②小学３・４年生の部　幸小バスターズ
③小学５・６年生の部　トヨサカ☆トンカツ　④中学生・ジュニア合同の部　パワフル
⑤シニアの部　坂崎ローリングスＣ　⑥試合の様子

①

③

⑤

②

④

⑥

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
5
6
4
）63-

5
1
3
2

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
5
6
4
）63-

5
1
3
9

E-mail:kikakujoho@town.kota.lg.jp

あいち森と緑づくり都市緑化推進事業豊かな緑を育もう 12/9

 第49回ユニバーサルホッケー大会
６人のチームワークが勝利のカギ

12/8、9
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　2019年６月２日（日）に愛知県で開催される「第70回全国植樹祭」を盛り上げるため、全国
植樹祭のシンボルである「木製地球儀」を県内全市町村でリレー展示しています。幸田町では、
12月18日（火）に西尾市から受け取り、12月21日（金）に岡崎市へ引き渡すまで役場１階ロビー
に展示されました。

　ＪＲ幸田駅前と幸田高校前で、幸田町自殺対策街頭キャンペーンを実施しました。町内で活
動するゲートキーパーと関係者合わせて約20人が各拠点に出向き、悩んでいる人に気付き、声
を掛け、話を聞くなどの自殺予防対策の普及啓発を行いました。今回、幸田高校に協力をいた
だき、初めて高校生を対象にして行いました。600部準備した自殺予防啓発物を多くの高校生
に配布しました。

　平成30年９月１日付けで発表された高齢者叙
勲で、元深溝小学校長の松

まつ

井
い

正
まさ

春
はる

さんが、公立
学校の校長として児童生徒の教育に尽力し、学
校教育の振興に貢献したとして、瑞宝双光章を
受章し、町長へ報告に訪れました。
　松井さんは、子どもたちにとって楽しい学校
づくりや、地域とうまく結びついた学校運営を
するなど地域と共にご尽力されました。視聴覚
教育の思い入れや子どもたちとの思い出を楽し
げに語られる姿に、学校教育に対する深い愛情
が感じられました。

▲岡崎市への引き渡しセレモニー▲西尾市からの受け取りセレモニー

▲幸田高校前での配布の様子 ▲参加したゲートキーパー

▲叙勲を受章した松井さん

身
近
な
情
報
を
広
報
へ

第70回全国植樹祭記念事業　木製地球儀市町村リレー展示
愛知県内を巡る木製地球儀が幸田町へ

12/18～21

自殺対策街頭キャンペーン
命の門番「ゲートキーパー」をご存じですか？

12/14

高齢者叙勲　受章報告学校教育の振興に貢献 12/19
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　火災がなく安心して年越しができるように、消防団や地元の人たちが火の用心を呼び掛けな
がら地域を巡回する年末の特別警戒を実施しました。まだまだ空気の乾燥する季節が続くため、
火の取り扱いには十分注意しましょう。また、燃えやすい物を屋外に置かないなど、一人一人
火災予防にも心掛けましょう。

　日清食品カップ第21回全国小学生クロスカ
ントリーリレー研修大会に中央小学校の６年
足
あ

立
だち

龍
りゅう

紀
き

くんが出場し、町長へ報告に訪れま
した。足立くんは、陸上クラブ「SQUWAD-
TAKUYA」の一員として出場し、チーム対抗ク
ロスカントリーリレーで第10位という成績を収
めました。１区間1.5kmで、全６区（１・３・
５区が女子選手、２・４・６区が男子選手）の
総合タイムで順位を競いました。「姿勢と腕振
りに気を付けて練習をしました。疲れたけど最
後まで走り切ることができました」と感想を話
してくれました。

　第18回毎日パソコン入力コンクール全国大会
において中央小学校６年の木

き

原
はら

佑
ゆう

輔
すけ

くんが英文
Aの部で、４年木

き

原
はら

澪
み お

さんが和文A小学校低・
中学年の部でそれぞれ優勝し、町長へ報告に訪
れました。この大会は、47都道府県から参加し
た約77,000人の中から勝ち進んだ139人が各部
門で優勝を争ったものです。祐輔くんは「初め
て見る英文をミスしないように練習しました。
昨年は優勝できなかったのでうれしいです」と、
澪さんは「ことわざをひたすら入力しました。
２年連続で優勝できてうれしいです」とそれぞ
れ感想を話してくれました。

▲消防団員を激励する町長 ▲敬礼する消防団員と地元自警団

▲愛知県小学生長距離記録会で優勝した賞状を手
にする足立くん

▲全国大会で優勝した賞状を手にする木原祐輔く
ん（左）と澪さん（右）

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
5
6
4
）63-

5
1
3
2

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
5
6
4
）63-

5
1
3
9

E-mail:kikakujoho@town.kota.lg.jp

年末夜警年末夜警で安全・安心な年越しを！ 12/27、28

第21回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会　出場報告
チーム一丸となり走り切りました

12/25

第18回毎日パソコン入力コンクール全国大会　優勝報告
兄妹で優勝し文部科学大臣賞を受賞しました

11/19
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３
つ
の
宝
磨
き

　

中
央
小
学
校
に
は
「
あ
い
さ
つ
、
そ
う

じ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、」
の
３
つ
の
宝
が
伝

統
的
に
あ
り
ま
す
。
登
校
す
る
と
多
く
の

子
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
、
２
時
間
目

が
終
わ
る
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
と
し
て

全
校
児
童
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
体
力
作
り
を
日
々
行
っ
て
い

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
を
考

え
て
、
今
年
度
は
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

例
年
の
１
月
か
ら
12
月
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
対
す
る
意
欲
と
気
持
ち
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
約
７
分
間
、

個
々
の
状
態
に
応
じ
て
走
り
続
け
る
」
と

い
う
状
況
か
ら
、「
学
年
ご
と
に
ス
タ
ー

ト
位
置
に
つ
き
、
号
令
と
同
時
に
６
分
間

全
力
で
走
る
」
と
い
う
取
り
組
み
に
し
ま

し
た
。
こ
の
６
分
と
い
う
時
間
は
、
校
内

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
走
る
時
間
を
意
識
し
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
全
校
児
童
の
昨
年

度
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
記
録
よ

り
、何
周
走
る
こ
と
が
で
き
る
か
計
算
し
、

一
人
一
人
に
示
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム

に
お
け
る
自
分
の
目
標
を
も
持
っ
て
、
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
具
体
的

な
目
標
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
通
常
の
入

賞
者
だ
け
で
な
く
、
昨
年
度
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
記
録
よ
り
３
パ
ー
セ
ン
ト
記
録
が

上
が
っ
た
児
童
全
員
に
「
努
力
賞
」
を
出

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く

の
児
童
が
記
録
を
上
げ
る
た
め
に
努
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

走
っ
て
い
る
と
き
に
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
が
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
の
応
援
を
力
に
変
え

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
結
果
は
５
位
で
練

習
と
同
じ
で
し
た
。
タ
イ
ム
は
３
パ
ー
セ

ン
ト
達
成
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
た
け

れ
ど
、
３
秒
遅
く
、
達
成
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
最
初
走
っ
た
時
よ
り
７

秒
早
く
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
悔

し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
力
を
す
べ

て
出
し
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
は
本
番
よ
り
タ
イ
ム
を
早

く
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
朝
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
を
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
子
ど
も
の
感
想
の
一
部
）

　

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
終
わ
っ
た
今
で

も
、
日
々
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
走
っ
て
い
ま
す
。

先生から　白くする部分
と黒く残す部分を考えて
版を彫ることができまし
た。彫る向きを工夫して
立体的な作品になりまし
た。

先生から　彫刻刀を使い
分けながら、彫ることが
できました。顔の特徴が
よく捉えられていて、英
佳さんそっくりの作品に
なりました。

３年
岸
きし

 英
はな

佳
か

 さん

３年
鈴
すず

木
き

 凜
り

美
み

 さん

「おなかのすいて
いるわたし」
【木版画】

「にこにこわらって
いるわたし」
【紙版画】

荻
谷
小
学
校

校長／内藤　節夫
全校児童数／562人　
男子／289人　女子／284人
問合せ／☎（0564）62－8050

　　　　　　ないとう　　せつ お

中央小
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深溝小 ４年
横
よこ

落
おち

 千
ち

惺
さ

 さん

「古道具ほんなら堂
～ちょっと不思議あり～」

　にん知しょうのおばあちゃん
のことが苦手な優子が、ほんな
ら堂の不思議な小道具を使い、
大好きなおばあちゃんとの時間
を思い出す物語です。読んでい
ると何だか気持ちが温かくなり
ます。ぜひ読んでみてください。

『
保
育
士
に
な
り
た
い
』
職
場
体
験
実
施
日
：
平
成
30
年
６
月
５
日
・
６
日
・
７
日

　

僕
は
、
み
や
こ
認
定
こ
ど
も
園
で

職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

初
日
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

僕
が
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
子

ど
も
た
ち
が
「
先
生
遊
ぼ
う
」
「
こ

っ
ち
に
早
く
来
て
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
言
で
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
外
遊
び
の
後
、

年
中
の
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
話
し
か
け
て
く
れ
、
笑
顔
に

な
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
雨
で
し
た
。
室
内
で
、

積
み
木
や
お
ま
ま
ご
と
を
し
て
遊
び

ま
し
た
。
室
内
遊
び
が
終
わ
る
と
、

年
長
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
、
静
か
に

行
動
し
、
並
ん
で
い
ま
し
た
。
１
年

と
い
う
期
間
は
、
子
ど
も
を
大
き
く

成
長
さ
せ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
頑
張
り
ま
し
た
。

１
歳
以
下
の
ク
ラ
ス
に
入
り
ま
し
た
。

一
緒
に
散
歩
し
た
り
、
砂
場
で
遊
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
お
昼
寝
の
時
に
は
、

全
然
寝
て
く
れ
ず
困
り
ま
し
た
。
で

も
、
お
腹
を
優
し
く
ト
ン
ト
ン
し
て

あ
げ
た
ら
、
何
と
か
寝
て
く
れ
ま
し

た
。

　

３
日
間
の
体
験
の
中
で
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
先
生
た
ち
が
子

ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
る
姿
で
す
。

同
じ
指
示
を
出
す
に
し
て
も
、
相
手

に
よ
っ
て
声
の
か
け
方
を
変
え
た
り
、

目
線
の
位
置
を
調
整
し
た
り
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
上
手
に
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、

人
に
も
の
を
教
え
る
に
は
、
相
手
の

こ
と
を
考
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
僕
に
は
と
て
も
ま
ね
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の

中
で
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
言
動
を

意
識
し
、
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、
将
来
、
保
育
士
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
生
か
し
、
保
育
士
に
な
っ
て
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

中
学
校
生
活
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　町立図書館では、毎月絵本の読み聞かせや紙芝居、ストーリー
テリングなどのおはなし会を実施しています。おはなし会で読
み聞かせなどをしていただける人
を募集しています。子どもたちと
一緒に楽しい時間を過ごしません
か？（見学もできます）
問合せ　町立図書館　
　　　　☎（0564）63－0001
　　　　FAX（0564）63－0654

楠　章子／作 　　日置　由美子／画
毎日新聞社

町 民 会 館（☎（0564）63-1111）　２/18（月）・２/25（月）・３/４（月）・３/11（月）
図　書　館（☎（0564）63-0001）　２/18（月）・２/25（月）・２/28（木）・３/４（月）・３/11（月）
町民プール（☎（0564）56-8111）　２/18（月）・２/25（月）・３/４（月）～３/８（金）・３/11（月）

2·3月の
休館日
（2/16~3/15）

南部中 ２年

山
やま

口
ぐち

　蒼
そう

士
し

 さん

みやこ認定こども園

町民会館・図書館・町民プール ハッピネス・ヒル・幸田
ホームページ

http://www.happiness.kota.aichi.jp/
この本読みました

図書館読み聞かせボランティアを募集しています
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「
新
た
な
門
出
に
祝
福
を
！
」

　

今
月
の
表
紙
は
、
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

に
町
民
会
館
で
開
催
し
た
、
第
71
回
幸
田

町
成
人
式
の
写
真
で
す
。
澄
み
切
っ
た
青

空
が
、
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
た
ち
を
祝
う

か
の
よ
う
に
出
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

３
月
号
で
よ
り
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　皆さんの作品を募集します。応募方法
は、はがき裏書きもしくは作品を写真に
撮りタイトルと作者名（ペンネーム可）
をご記入の上、企画政策課政策情報グ
ループまでお送りください（デジカメ写
真の場合はメールで）。

「
し
た
び
ら
」

　

２
月
。
立
春
と
い
っ
て
も
、
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
気
に
な

る
お
孫
さ
ん
の
体
調
は
…
…

「
じ
ー
ち
ゃ
ん
が
見
た
げ
る
で
、
し●

た●

び●

ら●

出
い
て
み
ん
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
見
て
あ
げ
る
か

ら
、
舌●

を
出
し
て
ご
ら
ん
」

　

と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
「
し
た
び
ら
」、「
し
た
べ
ら
」

と
も
言
い
ま
す
が
、「
し
た
べ
ろ
」

と
言
う
地
方
も
あ
る
そ
う
で
す
。
舌

に
そ
の
俗
称
の
「
べ
ろ
」
が
合
わ
さ

る
と
は
、
実
に
奇
妙
な
方
言
で
す
が
、

こ
の
地
方
の
「
し
た
び
ら
」
や
「
し

た
べ
ら
」
も
、
こ
の
「
し
た
べ
ろ
」

か
ら
転
じ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
舌
を
単
に
「
へ

ら
」
と
言
う
地
方
も
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
「
へ
ら
」
が

「
べ
ろ
」
か
ら
転
じ
た
と
は
考
え
に

く
い
で
す
ね
。「
へ
ら
」
と
い
え
ば

「
竹
べ
ら
」
で
す
が
、
こ
の
「
へ
ら

（
箆
）」
は
、「
ひ
ら
（
平
）」
か
ら
転

じ
た
と
い
わ
れ
、
舌
も
「
竹
べ
ら
」

の
よ
う
に
平
た
い
こ
と
か
ら
、「
へ

ら
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
舌
を

意
味
す
る
「
へ
ら
」
の
頭
に
「
し
た
」

が
付
い
た
「
し
た
べ
ら
」
が
「
し
た

べ
ろ
」
に
転
じ
、「
し
た
」
と
「
べ
ろ
」

が
分
離
し
て
ど
ち
ら
も
舌
を
意
味
す

る
共
通
語
に
な
っ
た
、
こ
れ
が
私
の

至
っ
た
結
論
で
す
。

　
「
し
た
び
ら
」
と
い
え
ば
、「
舌
平

目
（
し
た
び
ら
め
）」
の
ム
ニ
エ
ル

が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
…
。

（
文
・
じ
ろ
ざ
）

　このサークルは月３回１時間、３

～５人程のグループでレッスンをし

ています。ヴァイオリンに初めて触

れる初心者から、経験があり久し

ぶりに弾いてみたくなった人など、

ヴァイオリンを愛する20人が在籍し

ています。講師は音楽の大学で教え

ておられる加
か

藤
とう

二
ふた

葉
ば

氏と加
か

藤
とう

瑞
みず

木
き

氏

です。初心者の私たちにもわかりや

すく丁寧にご指導くださり、楽しく

レッスンしています。３月７日（木）

午後６時30分からハピネスヒルつば

きホールで年１回の発表会を行いま

す。アットホームな雰囲気の発表会

ですが、ご興味のある方はぜひお越

しください。

　またメンバーも初心者から経験者

まで随時募集をしておりますので、

お気軽にお問い合わせください。

連絡先
　幸田ヴァイオリンサークル

　枝
えだ

廣
ひろ

　稔
みのる

　☎090－4233－6038

　Eメール：edahiro59@gmail.com

幸田文化協会「新年事始め会」作品展示か
らのセレクトです。

▼別ショットの写真

岩い
わ

瀬せ 

か
す
み�

さ
ん

吉よ
し

見み 

ツ
タ
エ�

さ
ん

幸田ヴァイオリンサークル

サークル紹介・みんなの作品展への
皆さんからの応募をお待ちしています。

〒444-0192  菱池字元林１-１幸田町役場企画政策課政策情報グループ
☎62-1111（内線333） FAX63-5139 E-mail:kikakujoho@town.kota.lg.jp
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こ
ん
に
ち
は
。
編
集
者
の
Ｈ
で
す
。

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
各
地
で
流
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

　

２
月
は
節
分
を
迎
え
ま
す
。
豆
ま
き

が
行
わ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
の
掛
け
声
が
聞
こ
え

て
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
ま
た
、

恵
方
巻
も
お
忘
れ
ず
に
。
ち
な
み
に
今

年
の
方
角
は
「
東
北
東
」
だ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
節
分
の
日
と
同
日
に
開
催
さ
れ

る
の
が
、
愛
知
県
知
事
選
挙
で
す
。
18

歳
か
ら
投
票
で
き
る
の
で
、
若
者
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
投
票
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！

そ
し
て
、
毎
年
の
風
物
詩
と
も
い
え
る

確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
必

要
な
人
は
そ
ち
ら
も
お
忘
れ
ず
に
。
詳

し
く
は
、
４
ペ
ー
ジ
か
ら
の
特
集
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

年
度
末
も
近
づ
い
て
き
て
忙
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
園
児
さ
ん
・
学
生

さ
ん
の
中
に
は
卒
園
・
卒
業
式
を
控
え

て
い
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
い
い
思
い
出
が
作
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。
ま
た
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご

家
族
で
同
じ
方
角
を
向
い
て
合
格
を
目

指
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
の
要
領
で
、
不
安
な

気
持
ち
を
追
い
出
し
て
、
合
格
を
引
き

寄
せ
ま
し
ょ
う
。
ガ
ン
バ
レ
！�

（
Ｈ
）

坂崎区在住�21歳　職業�会社員
血液型�A型　身長�153㎝
趣味　旅行・料理

　私は現在、金融機関で働いていま

す。日々勉強の繰り返しですが、窓

口でさまざまな人と出会い接する中

で�「ありがとう」�と�「笑顔」�に

励まされ、多くのやりがいを感じる

ことができています。

　先日、町のユニバーサルホッケー

大会に出場しました。小学校の同級

生メンバーが集まり、久しぶりのユ

ニバーサルホッケーで汗を流すこと

ができました。幸田町ならではの大

会に再び参加できたことはとても懐

かしく、楽しい時間でした。

　幸田町は、田舎の良さと街の良さ

が共存している暮らしやすい町だと

私は思います。これからも、魅力あ

ふれる温かい町であり続けてほしい

です。

掲載写真を印刷してプレゼント。
企画政策課までご連絡ください。
本人のご家族にお渡しできます。

「
坂
崎
学
区
文
化
芸
能
祭
」

　

平
成
30
年
11
月
25
日
（
日
）、

坂
崎
小
学
校
体
育
館
で
、
坂
崎

学
区
文
化
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
、
今
年
で
24
回
目
を
数
え
ま

し
た
。
前
半
は
、
文
化
功
労
表

彰
と
体
育
功
労
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月
１
日

か
ら
１
年
間
の
う
ち
に
、
坂
崎

学
区
の
小
学
生
～
高
校
生
の
中

で
、
文
化·

体
育
活
動
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
中
に
は
全
国
大
会

で
優
勝
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
空
手
、
合
唱
、
民
謡
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
お
は
や
し
を
披
露

し
た
坂
崎
お
囃
子
の
会
は
、
彦

左
ま
つ
り
な
ど
で
演
奏
を
披
露

す
る
た
め
に
昨
年
作
ら
れ
た
ば

か
り
の
団
体
で
、
笛
や
太
鼓
の

に
ぎ
や
か
な
音
が
お
祭
り
に

ぴ
っ
た
り
の
雰
囲
気
を
演
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
後
方
で
は
芸
術

作
品
の
展
示
も
行
わ
れ
て
い

て
、
生
け
花
や
絵
画
、
書
道
作

品
な
ど
が
芸
能
文
化
祭
に
彩
り

を
加
え
て
い
ま
し
た
。

三
み

浦
うら

 理
り

恵
え

 さん

編
集
者
の

 

ひ
と
こ
と

▲ 

▲ 

第
311
走
者 

▲

〜
坂
崎
学
区
〜
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　町では、法令や条例に基づく各種審議会などの委員の一部を公募しています。幅広い意見を集約し、開かれた町政

を目指していくため、たくさんの応募をお待ちしています。

委員を公募する審議会などの名称および募集内容
審議会などの名称 募集人数 任期 内容 担当窓口

子ども施策推進委員会 1人 ２年

子どもの権利に関わる総合的かつ計
画的な施策について調査および審議
（年１回程度の会議と、子どもの権利
に関するワークショップへ出席）

こども課
児童育成グループ
（内線133）

環境審議会 1人 ２年
環境基本計画に関する審議および環
境の保全と創造に関する調査および
審議（年２回程度の会議へ出席）

環境課
環境保全グループ
（内線272）

食育推進会議 １人 １年
町における食育推進事業や教室につ
いて報告および意見交換
（年２回程度の会議へ出席）

産業振興課
農業振興グループ
（内線264）

都市計画審議会 １人 １年
町の都市計画に関して必要な事項の
調査および審議
（年２回程度の会議へ出席）

都市計画課
計画整備グループ
（内線221）

応募要領
⑴資格

次の①～⑤のすべての条件に該当する人

①町内在住で20歳以上であること（平成31年１月１日現在）

②納税が滞っていないこと

③町の審議会などの現職委員およびほかの審議会などの公募による委嘱委員でないこと

④各種審議会などの設置趣旨に反せず、特別に行政と利害関係にある人でないこと

⑤地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しないこと

⑵方法

応募する審議会などの名称を明記の上、審議会などへの参画を希望される理由を200字程度のレポート（様式に指

定はありません。）にまとめ、住所・氏名・年齢・職業・電話番号を記入の上、下記の申し込み先に郵送（締切日

消印有効）、ＦＡＸ、Ｅメールまたは持参のいずれかの方法で提出してください。

⑶決定方法

町の定める選考基準に基づき、選考会において審議の上、決定します。

⑷申込み

２月28日（木）までに次へお申し込みください。

〒444－0192　住所不要

幸田町企画部人事秘書課人事秘書グループ

Eメール　jinjihisyo@town.kota.lg.jp

FAX（0564）63－5139

問合せ　人事秘書課人事秘書グループ　☎（0564）62－1111（内線321）　FAX（0564）63－5139
　　　　または各担当窓口にお問い合わせください。

審議会などの委員を公募します
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職種 非常勤職員

募集人員 １人

勤務内容

子育て支援業務
◦ファミリー・サポート・センター事業での病後児の預かりの調整、補助
◦子育て講座、発達相談指導事業の実施
◦育児相談、子育てサークルの支援、来館者への対応など

勤務場所 上六栗子育て支援センター、菱池子育て支援センター

勤務時間 週30時間以内／午前９時～午後４時（６時間/日）の週５日／土日祝日、年末年始は休日

資格など 保健師資格または看護師資格を有し健康な人

年齢 20歳～65歳（ただし、定年は65歳の年度末まで）

給与
保健師�1,440円/時間、看護師�1,400円/時間
（勤務距離に応じて交通費相当額を日額で加算する）

採用期日 平成31年4月１日

提出書類
◦履歴書(市販のもので可、写真をのり付けしたもの)
◦保健師証または看護師証の写し
＊提出された書類は、返却しません。

採用方法 採用は、書類審査および面接により決定します。面接日程などについては、後日通知します。

申込期間 ２月１日㈮～28日㈭の役場開庁時間内（土日祝日を除く　午前８時30分～午後５時15分）

問合せ こども課保育所グループ　☎（0564）62－1111（内線131）　FAX（0564）63－5334

職種 非常勤職員

募集人員 １人

勤務内容 デイサービス利用者の見守り業務

勤務場所 老人福祉センター（深溝一之宮２番地１）

勤務時間 週35時間以内／午前８時30分～午後４時30分（７時間/日）の週５日／土日祝日、年末年始は休日

資格など 普通自動車一種免許および看護師または准看護師または介護福祉士の資格を有する人

年齢 20歳～65歳（ただし、定年は65歳の年度末まで）

給与 1,400円/時間

採用期日 平成31年4月１日

提出書類
◦履歴書１通(市販のもので可、写真をのり付けしたもの)
◦応募資格の資格証明書の写し
＊提出された書類は、返却しません。

採用方法 採用は、書類審査および面接により決定します。面接日程などについては、後日通知します。

申込期間
提出書類を２月22日㈮の役場開庁時間内（土日祝日を除く　午前８時30分～午後５時15分　福祉
課介護保険グループへ提出してください）

問合せ 福祉課介護保険グループ　☎（0564）62－1111（内線155）　FAX（0564）56－6218

保健師または看護師を募集します

一般非常勤職員（生きがいデイサービス嘱託員）を募集します
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軽自動車税は4月1日現在の所有者に課税されます
　バイクや軽自動車などを解体、譲渡、盗難などにより所有しなくなった場合は、４月１日までに廃車または名義変

更の手続きをしないと来年度も引き続き課税されます。盗難に遭った人は、盗難届を提出した警察署で届出日と受理

番号を確認の上、手続きをしてください。軽自動車検査協会では、毎年３月は軽自動車税申告などの関係から、軽自

動車の名義変更、廃車の届出が集中し、窓口が大変混雑する状況となっています。このため、軽自動車検査協会への

名義変更・廃車の届出は、できるだけ３月中旬までに済ませていただきますようご協力をお願いします。

　また、小型特殊自動車（農耕用作業車やフォークリフトなど）は、公道を走行しなくても、所有していることに基

づいて軽自動車税が課税されます。これらの車両を新たに所有する人や、現在未登録の人は、速やかに登録の手続き

をしてください。

手続き場所

車の種類 届出先

原動機付自転車（125cc以下のバイク）小型特殊自動
車（トラクター・フォークリフトなど）

幸田町役場税務課町民税グループ（１階６番窓口）
☎（0564）62－1111（内線161・162）

二輪の軽自動車（125ccを超え、250cc以下のバイク）
全国軽自動車協会連合会　愛知事務所　三河支所
豊田市若林西町西葉山48番1　☎（0565）52－3111

三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会　愛知主管事務所　三河支所
豊田市若林西町西葉山48番２　☎050－3816－1772

二輪の小型自動車（250ccを超えるバイク）
中部運輸局愛知運輸支局　西三河自動車検査登録事務所
豊田市若林西町西葉山46番地　☎050－5540－2047

平成31年度　軽自動車税についてのご案内
　三輪・四輪の軽自動車は、初度検査年月や車両の環境性能によって、適用される税率（年額）が変わります。

軽自動車（三輪・四輪）の税額

車種区分

税率（年額）

初度検査年月が
平成18年３月以
前の車両⑴

初度検査年月が
平成18年４月～
平成27年３月の
車両

初度検査年月が
平成27年４月以
降かつ、右記⑵
～⑷以外の車両

初度検査年月が
平成30年４月以降の車両

⑵ ⑶ ⑷

四
輪

乗
用

自家用 12,900円 7,200円 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 8,200円 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨
物

自家用 6,000円 4,000円 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 4,500円 3,000円 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 4,600円 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

⑴電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ハイブリッドの軽自動車は除きます。

⑵乗用・貨物：電気軽自動車・天然ガス軽自動車（平成30年排出ガス基準適合または平成21年排出ガス基準10%低減）

⑶乗用：平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減かつ2020年度燃費基準＋30％達成車

　貨物：平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車

⑷乗用：平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減かつ2020年度燃費基準＋10％達成車

　貨物：平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車

＊原動機付自転車および二輪車・小型特殊自動車の税率は平成30年度と変わりません。

問合せ　税務課町民税グループ　☎（0564）62－1111（内線161）　FAX（0564）63－5334

軽自動車税に関するお知らせ
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　納期限までに納税しないことを滞納といいます。滞納すると納期限内

に納めた人との公平を保つため、本来の税額のほかに延滞金も納めなけ

ればならなくなります。また、税金の納め過ぎにより還付金が発生した

ときに、その還付金につける利息のことを還付加算金といいます。還付

加算金の額は、還付までの期間に応じて、還付金の額に一定の割合を乗

じて計算した金額です。平成31年の延滞金・還付加算金の割合を、お知

らせします。

１カ月以内の延滞金 １カ月経過後の延滞金 還付加算金

平成27年中の割合 2.8％ 9.1％ 1.8％

平成28年中の割合 2.8％ 9.1％ 1.8％

平成29年中の割合 2.7％ 9.0％ 1.7％

平成30年中の割合 2.6％ 8.9％ 1.6％

平成31年中の割合 2.6％ 8.9％ 1.6％

問合せ　税務課収納グループ　☎（0564）62－1111（内線165・166）　FAX（0564）63－5334

　同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者が１年間に支払った医療費

と介護サービス費の自己負担額を合計し、その金額が下表の負担区分に

よる「自己負担限度額」を超えた場合、申請により「高額介護合算療養

費」が支給されます。

対象期間　平成29年８月１日～平成30年７月31日の１年間
申請方法　�支給の対象となる人には、２月下旬に愛知県後期高齢者医療

広域連合から「お知らせ」が送付されますので、それに従っ

て申請してください。

負担区分 要件 自己負担限度額

現役並み所得者 同じ世帯に町民税課税所得が145万円以上ある被保険者がいる世帯の人 67万円

一般 現役並み所得者・区分Ⅱ・区分Ⅰに該当しない人 56万円

区分Ⅱ 町民税非課税世帯で、区分Ⅰに該当しない人 31万円

区分Ⅰ
世帯全員の各種所得（公的年金は控除額を80万円で計算）が０円の世帯の
人。または、町民税非課税世帯で、被保険者本人が老齢福祉年金を受給し
ている人

19万円

＊�医療費以外に負担された食事代や差額ベッド代などは、対象外となります。高額療養費や高額介護（予防）サービ

ス費に相当する額は、支給対象の自己負担額から除きます。

問合せ　保険医療課医療グループ　☎（0564）62－1111（内線144）　FAX（0564）63－5334

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

町税の延滞金・還付加算金の割合をお知らせします

後期高齢者医療制度 高額介護合算療養費のご案内
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�

投稿

問合せ　環境課ごみ対策グループ　☎（0564）62－1111（内線273）　FAX（0564）63－5169

　保健センター駐車場の資源拠点回収へ行って、掃除機とダンボールを出してきたよ！

　小型家電だけなら粗大ごみ収集日に持って行くより混雑していなくて便利だよ！！

♥いいね！530件　　 返信する

すこっぴー わたしは保健センター駐車場より坂崎小学校北駐車場のほうが近いからそっちへ行

こうかな。

♥いいね！７件　　　返信する

えこたん、資源拠点回収を利用してくれてありがとう！　この時期出やすい電気

ポットやファンヒーターも小型家電なので、出すことができますよ。毎月１回（12

月は２回）やっているので、また利用してください。

♥いいね！５件　　　返信する

環境課

えこたん すこっぴー、町内３カ所でやってるから近くの場所に行けばいいよ。

♥いいね！５件　　　返信する

　サイレンを鳴らして出動した消防車の出動内容と場所が確認でき、いち早く情報を聞くことができます。
＊通常の救急出動は、該当しません。
三
さん

者
しゃ

通
つう

話
わ

翻
ほん

訳
やく

サービス
　日

に

本
ほん

語
ご

を話
はな

せない外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

でも、病
びょう

気
き

、けが、火
か

事
じ

のときに、電
でん

話
わ

で「119」をかければ、翻
ほん

訳
やく

サービスを
24時

じ

間
かん

受
う

けることができます。英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

の言
げん

語
ご

に対
たい

応
おう

しています。
問
とい

合
あわ

せ　消
しょう

防
ぼう

署
しょ

　☎（0564）63－0119　FAX（0564）63－1119

消防テレホンサービス（自動音声） ☎0564-73-1119

受付品目　古紙（新聞・チラシ、雑誌、段ボール、紙パック）、��ミックスペーパー、
　　　　　古着、アルミ缶、スチール缶、小型家電

受付時間　�午前９時～午後 3時　＊受付日は「幸田町家庭ごみ収集カレンダ
ー」、町ホームページまたは広報こうたでご確認ください。

搬入場所　坂崎小学校北駐車場、保健センター駐車場、粗大ごみ集積処理場

環

VOL.3

消防テレホンサービス・三者通話翻訳サービスをご利用ください

資源拠点回収
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　島原初市は、江戸時代初期に島原藩
主松

まつ

倉
くら

重
しげ

政
まさ

が島原城を築城する際、各
地から集まった労働者たちのために、
近郊の商人や農民、漁民たちが、大手
門前の広場で物々交換の「市」を開い

たのが始まりといわれており、旧正月が明けてから初めての市とい
うことで「初市」と呼ばれるようになりました。
　現在の出店数は約150店舗。玩具や食品の屋台のほか、植木屋・
鍛冶屋・地場産品などの出店もあり、島原市内はもとより、島原半
島内や県内各地から、毎年多くの来場者でにぎわいます。
　今年も、例年と同じく３月３日（日）～10日（日）にかけて、島原
市内の霊丘公園グラウンドで開催されます。
　初市が来ると、島原に本格的な春が訪れます。ご来島の際は、島
原の春の風物詩「初市」にぜひ足をお運びください。�
問合せ　島原初市振興会（島原商工会議所内）
　　　　☎0957－62－2101

　新聞やニュースなどで耳にする「虐待」。この虐待により命を落とす、大ケガを
してしまう、心に深い傷を残すケースが後を絶ちません。虐待には児童虐待、高齢

者虐待、障がい者虐待、そしてドメスティックバイオレンス（ＤＶ）があります。
　主な虐待の種類として、
●身体的虐待　殴る、蹴る、やけどを負わせる、縛り付けや抑制をするなど
●ネグレクト（放棄）　食事を与えない、ひどく不潔にする、おむつを替えない、家に閉じ込める、車の中に放
　　　　　　　　　　　置する、家族等による虐待を放置するなど
●心理的虐待　罵倒、侮辱、無視をする、家族や他人に悪口をふきこむ、排泄の失敗をあざ笑う、言葉による脅
　　　　　　　しや無視するなど
●性的虐待　性的行為の強要、性器への接触、裸にして放置するなど
●経済的虐待　日常生活に必要な金銭を渡さない・使わせない、本人の自宅や土地などを無断で売却する、　　
　　　　　　　本人の預貯金や年金を勝手に使うなど
があり、主に家庭内で起きることが多く、分かりにくいという特徴があります。虐待を受けている、虐待を見た
などありましたら、些細なことでも構いません。迷わず下記の連絡先へ通報・相談してください。秘密は守ります。
通報・相談先
　児童虐待：西三河児童相談所　☎（0564）27－2779、こども課保育所グループ　☎（0564）62－1111（内線132）
　高齢者虐待：地域包括支援センター　☎（0564）62－7331、福祉課介護保険グループ　☎（0564）62－1111（内線154）
　障がい者虐待：障害者基幹相談支援センター　☎（0564）77－4658
　　　　　　　　福祉課福祉グループ　☎（0564）62－1111（内線151）
　ＤＶ：（女性）愛知県女性相談センター西三河駐在室　☎（0564）27－2719
　　　　（男性）愛知県男性ＤＶ被害者ホットライン　080－1555－3055
問合せ　福祉課介護保険グループ　☎（0564）62－1111（内線154・155・156）　FAX（0564）56－6218

島
しま

原
ばら

初
はつ

市
いち

今月のキーワード：

　　あなたの周りに虐待はありませんか？

vol.18
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今月の税金と料金納付

12月の事故・犯罪状況

12月の火災・救急件数

事
故

犯
罪

火
災

救
急

死　亡
重　傷
軽　傷
合　計

侵入盗
車両盗
そのほか
合　計

0
1
10
11

1
6
172
179

5
4
3
12

46
47
58
151

件数 累計【1～12月】

人数 累計【1～12月】

○固定資産税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第４期分
○国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・第８期分
○後期高齢者医療保険料・・第８期分
○介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第６期分
○保育料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２月分
○町営住宅家賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２月分
○児童クラブ育成手数料・・・・・・・・・１月分
＊納入期限・・・・・・・・・・・・・・・2月28日（木）

便利な口座振替の利用を！
（申請は税務課または町内金融機関で）

建　物
林　野
そのほか
合　計

急　病
交　通
そのほか
合　計

件数 累計【1～12月】

件数 累計【1～12月】

0
0
1
1

1
5
7
13

87
12
40
139

1,024
131
429
1,584

よ
ち
よ
ち
サ
ロ
ン

で
遊
ぼ
う

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
カ

月
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん
と
新
米
マ
マ
を
対

象
に
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
た
り
す
る
「
よ
ち

よ
ち
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
月
で
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

５
回
実
施
し
ま
す
。

と
き　
ぴ
よ
10
グ
ル
ー
プ
（
平
成
30
年

10
月
生
ま
れ)　

４
月
24
日
、
５
月

22
日
、
６
月
19
日
、
7
月
31
日
、
８

月
21
日
（
す
べ
て
水
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー(

く
り
く
り
ひ
ろ
ば)

対
象　
第
１
子
で
平
成
30
年
10
月
生
ま

れ
の
子
と
そ
の
母
親

　

＊
５
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人

定
員　
各
グ
ル
ー
プ
10
組　

＊
先
着
順

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
上
六

栗
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）62-

８
３
３
３

親
子
で
人
形
劇
を
見
よ
う

　
　

く
り
く
り
ひ
ろ
ば
に
人
形
劇
団
「
む

す
び
座
」
が
来
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
分
か
り
や
す
い
内
容
の
お
話
で
す
。

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

と
き　
３
月
１
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

内
容　
人
形
劇
「
ミ
ー
く
ん
の
た
の
し

い
お
つ
か
い
」

対
象　
町
内
在
住
で
、
平
成
28
年
３
月

生
ま
れ
以
前
の
就
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。
対
象
幼
児
未
満
の
お
子

さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
ご
家
族
で
見

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

10
カ
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
会
場
に

入
れ
ま
す
。
11
カ
月
以
上
の
お
子
さ

ん
は
先
着
10
人
限
定
で
託
児
を
行
い

ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
組　

＊
先
着
順

参
加
費　
無
料

申
込
み　

２
月
18
日
（
月
）
～
２
月
25

日
（
月
）
に
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）62-

８
３
３
３

フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
の
お
楽
し

み
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

と
き　
３
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

内
容　
楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
人
形
劇
、
人

形
劇
団
手
風
琴
「
ダ
ン
プ
カ
ー
に
な

り
た
か
っ
た
カ
メ
」、
人
形
劇
団
と

ん
か
ち
「
ゆ
き
だ
る
ま
君
と
ど
ろ
だ

る
ま
君
」

対
象　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員

と
そ
の
家
族

定
員　
40
組

参
加
費　
無
料

そ
の
ほ
か　
会
員
以
外
で
参
加
希
望
の

人
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す

（
登
録
無
料
）。
通
常
と
会
場
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
な
い
よ
う

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
１

日
（
金
）
に
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ

キ
ッ
ズ
・
子
育
て
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ン
タ
ー
内
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
務
局
（
☎

62-

４
７
１
８
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

す
く
す
く
こ
う
た
っ
子

特
別
講
座

「
食
育
編
」

　
　

春
か
ら
入
園
す
る
お
子
さ
ん
の
た
め

の
食
育
講
座
で
す
。
楽
し
く
食
べ
る
食

経
験
を
親
子
で
味
わ
い
な
が
ら
、
小
食
、

好
き
嫌
い
を
克
服
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま

す
。

と
き　
３
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
９
時
40
分
～
55
分
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
野
菜
を
使
っ
た
か
ん
た
ん
料
理

体
験
、
試
食
、
ミ
ニ
講
話
「
小
食
、

好
き
嫌
い
は
こ
わ
く
な
い
。
楽
し
い

食
卓
の
ヒ
ン
ト
」

講
師　
町
管
理
栄
養
士
、
こ
う
た
食
生

活
改
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
費　
１
０
０
円

持
ち
物　
水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
、

エ
プ
ロ
ン
、
子
ど
も
食
事
用
エ
プ
ロ

ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
、
口
を

拭
く
タ
オ
ル

対
象　
平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
28

年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

定
員　
親
子
14
組　

＊
先
着
順

申
込
み　

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
１

日
（
金
）
に
健
康
課
母
子
保
健
グ
ル
ー

プ
（
内
線
１
８
４
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
２
１
７

「
育
児
編
」

　
　

毎
日
の
子
育
て
の
中
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

町
の
幼
児

健
診
で
町
の
親
子
の
相
談
に
助
言
を

行
っ
て
い
る
心
理
士
を
講
師
に
迎
え
、

子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
子
育
て
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
す
。「
言
う
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
な
い
」「
じ
っ
と
し
て
く
れ

な
い
」
な
ど
日
々
の
子
育
て
の
中
で
、

「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
？
」

と
お
困
り
の
こ
と
を
家
庭
で
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
を
交
え
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。
年
に
１
度
の
特
別
講
座
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
20
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
20
分
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階　

視

聴
覚
室

演
題　
「
子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
子
育

て
に
つ
い
て
」
～
家
庭
で
の
子
ど
も

と
の
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
～

対
象　
町
内
の
妊
婦
・
乳
幼
児
を
も
つ

親
ま
た
は
家
族

定
員　
30
人　

＊
先
着
順

講
師　
心
理
士　

樋ひ

口ぐ
ち　

裕ゆ
う

子こ

氏

そ
の
ほ
か　
託
児
は
町
内
在
住
の
人
で

お
子
さ
ん
を
預
け
る
先
が
な
い
人
に

限
り
ご
利
用
で
き
ま
す
（
先
着
12

人
）。
お
子
さ
ん
を
ど
な
た
か
へ
預

け
ら
れ
る
人
は
、
そ
ち
ら
を
優
先
し

て
く
だ
さ
い
。
託
児
の
申
込
期
間
は
、

３
月
７
日
（
木
）
～
13
日
（
水
）
で
す
。

申
込
み　

３
月
19
日
（
火
）
ま
で
に
健

康
課
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
（
内
線

１
８
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
２
１
７

春
休
み
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
参
加
し
よ
う

●
柔
道

と
き　
３
月
20
日
（
水
）、
22
日
（
金
）、

25
日
（
月
）、
27
日
（
水
）、
29
日
（
金
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
南
部
中
学
校
柔
道
場

対
象　
町
内
の
園
児
年
少
以
上
と
小

学
生
お
よ
び
中
学
生

●
少
林
寺
拳
法

と
き　
３
月
22
日
（
金
）、
29
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
～
７
時
45
分

　

３
月
17
日
（
日
）、
24
日
（
日
）、
31

日
（
日
）
午
後
６
時
～
７
時
30
分

と
こ
ろ　
幸
田
中
学
校
武
道
場

対
象　
町
内
の
園
児
年
中
以
上
と
小

学
生
お
よ
び
中
学
生

●
剣
道

と
き　
３
月
18
日
（
月
）、
20
日
（
水
）、

23
日
（
土
）、
25
日
（
月
）、
27
日
（
水
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
幸
田
中
学
校
武
道
場

対
象　
町
内
の
小
学
生

●
組
討
道
（
空
手
道
）

と
き　
２
月
26
日
（
火
）、
３
月
５
日

（
火
）、
12
日
（
火
）、
19
日
（
火
）、
26

日
（
火
）

　

午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　
岩
堀
老
人
憩
の
家

対
象　
町
内
の
園
児
年
少
以
上
と
小

学
生
お
よ
び
中
学
生

定
員　
柔
道
・
少
林
寺
拳
法
・
剣
道
は

30
人
程
度
、
組
討
道
（
空
手
道
）
は

20
人
程
度
。

＊
先
着
順
。
た
だ
し
、
受
講
生
数
に

よ
っ
て
は
開
催
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

参
加
費　
１
教
室
２
、０
０
０
円

そ
の
ほ
か　
柔
道
着
の
購
入
希
望
者

（
４
、０
０
０
円
程
度
）
と
貸
し
出
し

希
望
者
（
無
料
）
は
、
申
し
込
み
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
２
月
８
日
（
金
）
～
19
日
（
火
）

に
幸
田
町
体
育
協
会
事
務
局
（
中
央

公
民
館
内
、
内
線
１
９
２
、
月
曜
休

館
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

教
室
・
講
座
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シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
心
し
て
使
え

る
よ
う
に
、
正
し
い
知
識
な
ど
を
習
得

し
て
も
ら
う
教
室
で
す
。

と
き

●
３
月
12
日
（
火
）

①
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験

会　

午
後
１
時
～
２
時

②
活
用
編
（
他
社
ス
マ
ホ
保
持
者
）

午
後
３
時
～
４
時

●
３
月
13
日
（
水
）

③
活
用
編（
ド
コ
モ
ス
マ
ホ
保
持
者
）

午
後
１
時
～
２
時

④
活
用
編（
ド
コ
モ
ス
マ
ホ
保
持
者
）

午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　

第
２
・
３
会

議
室

対
象　
町
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
各
15
人　

＊
応
募
者
多
数
時
は

抽
選
。
た
だ
し
、
初
め
て
受
講
さ
れ

る
人
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

講
師　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
幸
田
店

そ
の
ほ
か　
①
の
体
験
会
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
（
機

械
）
は
事
務
局
に
て
ご
用
意
し
ま
す
。

②
～
④
の
活
用
編
に
つ
い
て
は
、
ご

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
①
で
は
、
文
字
入
力
・

音
声
入
力
・
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
、
②

～
④
は
、
ア
プ
リ
に
つ
い
て
・
ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
活
用
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

申
込
み　

２
月
19
日
（
火
）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
内

線
１
９
７
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

普
通
救
命
定
期
講
習
Ⅰ
を

開
催
し
ま
す

と
き　
２
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
消
防
本
部　

２
階
講
堂

内
容　
応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て

講
義
、
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

出
血
時
に
対
す
る
手
当

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

受
講
料　
無
料

そ
の
ほ
か　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

２
月
10
日
（
日
）
ま
で
に
消

防
署
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎（
０
５
６
４
）63-

０
１
１
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）63-

１
１
１
９

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

職
種　
非
常
勤
職
員

募
集
人
員　
３
人

勤
務
内
容　
資
料
の
印
刷
な
ど
児
童
生

徒
の
指
導
以
外
の
教
員
事
務
の
補
助

勤
務
場
所　
町
内
小
中
学
校

勤
務
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

１
日
４
時
間

応
募
資
格　
心
身
と
も
に
健
康
で
業
務

に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
人

給
与　
非
常
勤
職
員
給
与
基
準
に
よ
る

採
用
期
日　
平
成
31
年
４
月
以
降

提
出
書
類　
①
履
歴
書(

市
販
の
も
の

で
可)

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
を
履
歴
書
に
添
付
）

採
用
方
法　
書
類
選
考
、
面
接
、
小
論

文　

＊
選
考
日
は
３
月
上
旬
を
予
定

申
込
み　
２
月
12
日（
火
）～
25
日（
月
）

に
学
校
教
育
課
学
校
指
導
グ
ル
ー
プ

（
内
線
４
２
３
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
４
９

幸
田
町
学
校
給
食
会
職
員
を

募
集
し
ま
す

職
種　
非
常
勤
調
理
員

募
集
人
員　
１
人

応
募
資
格　
心
身
と
も
に
健
康
で
業
務

に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
人

勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

募
集

教
室
・
講
座
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採
用
期
日　
平
成
31
年
４
月
1
日

勤
務
内
容　
学
校
給
食
調
理
、
洗
浄
作

業
な
ど

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
０

時
15
分

給
与　
幸
田
町
学
校
給
食
会
規
程
に
よ

る
（
時
間
額
賃
金
）

提
出
書
類

①
幸
田
町
学
校
給
食
会
職
員
採
用
試

験
申
込
書
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
て
配
布
）

②
履
歴
書
１
通（
市
販
の
も
の
で
可
）

写
真
を
貼
付
（
縦
４
ｃ
ｍ
×
横
３

ｃ
ｍ
／
上
半
身
で
脱
帽
／
３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

③
健
康
診
断
書
（
１
年
以
内
の
住
民

健
診
検
査
結
果
な
ど
の
写
し
で

可
）

④
資
格
証
明
書
の
写
し
（
調
理
な
ど

に
関
す
る
資
格
の
も
の
が
あ
る
場

合
）

＊
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法

　

第
1
次
選
考
：
書
類
審
査

　

第
2
次
選
考
：
面
接

　

＊
面
接
日
程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法　
提
出
書
類
を
２
月
12
日

（
火
）
～
22
日
（
金
）
に
幸
田
町
学
校
給

食
会
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ　
幸
田
町
学
校
給
食
会

　

☎
（
０
５
６
４
）
62-

６
６
８
１

＊
月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

女
性
消
防
ク
ラ
ブ
員
を

募
集
し
ま
す

　
　

消
防
行
事
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

し
、
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
、
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

任
期　
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３
月

31
日
ま
で

応
募
資
格　
４
月
１
日
現
在
で
町
内
在

住
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
女
性

募
集
人
数　
若
干
名

申
込
み　

２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
消

防
本
部
予
防
防
災
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
予
防
防
災
課
予
防
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
５
６
４
）63-

０
５
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）63-

１
１
８
９

足
腰
鍛
え
て
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

「
お
達
者
体
操
体
験
会
・
活

動
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
　

町
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
か

ら
だ
も
・
こ
こ
ろ
も
・
地
域
も
健
康
に

す
る
体
操
「
お
達
者
体
操
」
を
広
め
て

い
ま
す
。
こ
の
体
操
は
３
カ
月
以
上
継

続
す
る
こ
と
で
筋
力
を
維
持
・
向
上
し
、

転
倒
予
防
や
立
ち
上
が
り
な
ど
の
動
作

が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
　

町
内
で
は
、
１
月
末
現
在
、
９
つ
の

会
場
で
「
お
達
者
体
操
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
実
施
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

人
は
、
筋
力
を
維
持
・
向
上
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
体
操
の
仲
間
と
の
交
流
に

よ
り
、
心
も
体
も
元
気
に
生
活
し
て
ま

す
。
あ
な
た
も
「
お
達
者
体
操
」
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　
３
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

内
容　
お
達
者
体
操
の
体
験
お
よ
び
実

施
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
例

報
告
。
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
体
操

な
の
で
、
誰
に
で
も
体
験
で
き
ま
す
。

対
象　
町
内
在
住
者

講
師　
岡
崎
市
医
師
会　

健
康
運
動
指

導
士

そ
の
ほ
か　
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
４
日
（
月
）
ま
で
に
福

祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
（
内
線

１
５
５
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
56-

６
２
１
８

65
歳
到
達
者
の
介
護
保
険

被
保
険
者
証
交
付
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

と
き　
２
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

対
象　
昭
和
29
年
３
月
２
日
～
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

持
ち
物　
筆
記
用
具

＊
介
護
保
険
料
の
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
預
金
通
帳
と
届

出
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

（
内
線
１
５
６
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
56-

６
２
１
８

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

福
祉
・
介
護
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認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す

●
フ
ェ
リ
シ
ー
テ

と
き　
２
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
フ
ェ
リ
シ
ー
テ
幸
田
（
深

溝
字
皿
入
１
番
地
１　

メ
リ
ー

ホ
ー
ム
幸
田
内
）

参
加
費　
無
料

●
喫
茶
ふ
で
が
き

と
き　
２
月
27
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
り
姫

（
大
草
字
山
添
15
）

参
加
費　
１
０
０
円

対
象　
認
知
症
の
人
、
そ
の
ご
家
族
、

地
域
住
民
、
ど
な
た
で
も
。

内
容　
認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
が

安
心
し
て
出
掛
け
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

気
軽
に
お
話
を
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
な
ど
に

関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か　
入
退
場
は
自
由
、
事
前
の

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
６
４
）62-

７
３
３
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で

支
え
て
い
く
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

と
き　
３
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
・
在
勤
で
認
知
症
に

関
心
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

見
守
り
な
ど
の
活
動
の
で
き
る
人

講
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

受
講
料　
無
料

申
込
み　

３
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

（
０
５
６
４
）
62-

７
３
３
１
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
　

過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
人
を
対
象
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
23
日
（
土
）

　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
・
在
勤
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人

講
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
ほ

か
受
講
料　
無
料

申
込
み　

３
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

（
０
５
６
４
）
62-

７
３
３
１
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
＊
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い

た
訓
練
で
、
町
以
外
の
地
域
で
も
複
数

の
方
法
で
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。

と
き　
２
月
20
日（
水
）�

午
前
11
時
ご
ろ

訓
練
放
送
試
験

①
防
災
行
政
無
線

【
放
送
内
容
】

　
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
、「
こ
れ
は
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」
×
３

回
、
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
タ
ウ
ン
メ
ー
ル

【
メ
ー
ル
文
】

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
。」

＊
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て

瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

問
合
せ　
防
災
安
全
課
安
全
対
策
グ

ル
ー
プ
（
内
線
３
７
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

63-

５
１
３
９

３
月
１
日
か
ら
７
日
は
春
の

火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

　
　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
乾
燥
し
た
時

季
と
な
り
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
火
災
予
防
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
火
災
か
ら
命
を
守
る

　
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

防
災

福
祉
・
介
護
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①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
機

器
が
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

火
災
発
生
時
に
逃
げ
遅
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
寝
た
ば
こ
は
や
め
て
、
吸
い
殻
は

火
を
消
し
て
か
ら
灰
皿
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。

④
台
所
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
自
宅
の
周
り
は
、
燃
え
る
物
を
片

付
け
て
放
火
を
さ
れ
な
い
環
境
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
予
防
防
災
課
予
防
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
５
６
４
）63-

０
５
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）63-

１
１
８
９

「
幸
田
ふ
れ
あ
い
農
園
」の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　
　

農
地
を
持
た
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
、

農
作
物
の
栽
培
を
通
じ
て
農
業
の
や
り

が
い
や
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
農

業
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
4
月
1
日
～
２
０
２
０
年
3
月

31
日　

＊
年
度
ご
と
の
更
新

と
こ
ろ　
大
草
字
上
六
條
地
内
（
幸
田

憩
の
農
園
北
）　

対
象　
年
間
を
通
し
て
農
地
の
管
理
お

よ
び
農
作
物
の
栽
培
が
で
き
る
人

募
集
区
画
数　
若
干
数（
１
区
画
30
㎡
）

利
用
料　
年
間
５
、０
０
０
円

申
込
み　
2
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
産

業
振
興
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ
（
内

線
２
６
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
２
９

貸
し
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　
　
「
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
が
農
作

物
を
栽
培
し
た
い
」
と
い
っ
た
農
業
に

興
味
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３
月

31
日　

＊
年
度
ご
と
の
更
新　
　

と
こ
ろ　
深
溝
字
東
光
寺
地
内
の
農
地

対
象　
年
間
を
通
し
て
農
地
の
管
理
お

よ
び
農
作
物
の
栽
培
が
で
き
る
人

募
集
区
画
数　
若
干
数
（
１
区
画
約
70

平
方
メ
ー
ト
ル
）

利
用
料　
年
間
５
、０
０
０
円

そ
の
ほ
か　
年
に
数
回
、
野
菜
の
栽
培

方
法
や
肥
料
・
農
薬
な
ど
実
践
的
な

内
容
を
中
心
と
し
た
講
座
を
ご
案
内

し
ま
す
。

申
込
み　

２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
産

業
振
興
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ
（
内

線
２
６
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

５
１
２
９

農
業
体
験
講
座「
農
業
塾
」に

参
加
し
よ
う

と
き　
３
月
末
～
２
０
２
０
年
２
月
の

毎
週
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河
本
店
農
業

塾
教
室
と
周
辺
ほ
場

内
容　
土
作
り
、
野
菜
の
栽
培
管
理
、

病
害
虫
の
防
除
な
ど
基
本
的
な
知

識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
町
内
に
在
住
で
農
業
に
生
き
が

い
を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

＊
Ｊ
Ａ
施
設
を
利
用
し
ま
す
の
で
Ｊ

Ａ
準
組
合
員
の
加
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

定
員　
20
人

受
講
料　
１
０
，
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込
み　
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
性
別
⑤

年
齢
⑥
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑦
申
込

理
由
を
記
入
し
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河

本
店
企
画
指
導
課
宛
て
に
２
月
15
日

（
金
）
必
着
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
選
考
に
つ
い
て
は
、
面
接
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
⑦
申
込
理
由
に
つ

い
て
は
、
意
気
込
み
、
理
由
な
ど

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河
本
店
企
画

指
導
課

　

☎（
０
５
６
４
）55-

２
９
９
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
６
４
）71-

０
４
３
１

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

農
業
関
係
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幸
田
町

自
殺
対
策
計
画（
案
）に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　

町
で
は
現
在
、「
幸
田
町
自
殺
対

策
計
画
」（
２
０
１
９
年
度
か
ら

２
０
２
３
年
度
ま
で
）
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
町
に
お
け
る
「
と
も
に
生

き　

い
の
ち
を
支
え
合
う
ま
ち　

幸

田
」
を
基
本
理
念
と
し
て
「
生
き
る
こ

と
を
支
え
る
取
り
組
み
」
を
整
理
し
、

今
後
の
自
殺
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
策

定
し
た
計
画
案
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画（
案
）の
閲
覧
場
所　
福
祉
課（
土

日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
間

　

２
月
７
日
（
木
）
～
３
月
８
日
（
金
）

意
見
の
提
出
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
直
接
持
参
ま
た
は

郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
４
４-

０
１
９
２
（
住
所
不
要
）

　

幸
田
町
健
康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ

　

Ｅ
メ
ー
ル
：fukushikaigo@

tow
n.kota.lg.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
56-

６
２
１
８

＊
賛
否
の
結
論
だ
け
を
示
し
た
も
の
、

今
回
の
計
画
と
直
接
関
係
が
な
い

も
の
、
住
所
・
氏
名
な
ど
の
記
入

の
な
い
も
の
、
電
話
、
口
頭
に
よ

る
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
別
に

は
回
答
し
ま
せ
ん
が
、
後
日
取
り

ま
と
め
た
も
の
を
自
殺
対
策
推
進

協
議
会
な
ど
に
報
告
し
、
計
画
策

定
や
施
策
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
せ　
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
内

線
１
５
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
56-

６
２
１
８

第
２
次
健
康
こ
う
た
21
計
画

中
間
見
直
し（
案
）に
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　

町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
第

２
次
健
康
こ
う
た
21
計
画
」
を
策
定

し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
生
活
の
質
を
高
め

て
い
く
た
め
、
健
康
増
進
の
基
本
要
素

と
な
る
分
野
ご
と
に
健
康
目
標
を
設
定

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た

び
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
案
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

見
直
し
（
案
）
の
閲
覧
場
所　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
間

　

３
月
１
日
（
金
）
ま
で

意
見
の
提
出
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
便
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
先

　

〒
４
４
４-

０
１
９
２
（
住
所
不
要
）

幸
田
町
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

kenko@
tow
n.kota.lg.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
62-

８
２
１
７

問
合
せ　
健
康
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

（
内
線
１
８
２
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
２
１
７

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
消
防
官
・
警
察
官
・
刑
務
官
・

自
衛
官
・
海
上
保
安
官
）の

お
知
ら
せ

　
　

将
来
、
就
職
を
希
望
す
る
学
生
な
ど

を
対
象
に
、消
防
官
・
警
察
官
・
刑
務
官
・

自
衛
官
・
海
上
保
安
官
が
一
堂
に
会
し
、

合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。　

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
各
機
関
の
仕
事

内
容
、
魅
力
、
や
り
が
い
な
ど
の
説
明

や
、
各
機
関
で
働
く
人
と
直
接
話
が
で

き
る
個
別
説
明
の
時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
受
付
は
午

後
０
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
消
防
本
部
２
階　

講
堂

内
容　
各
機
関
（
幸
田
町
消
防
本
部
、

愛
知
県
警
岡
崎
警
察
署
、
岡
崎
医
療

刑
務
所
、
自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
、
海

上
保
安
庁
三
河
海
上
保
安
署
）
の
業

務
内
容
説
明
、
質
疑
応
答

対
象　
高
校
生
以
上
で
各
機
関
の
仕
事

に
興
味
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

そ
の
ほ
か　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
入

退
室
自
由
）。
車
で
お
越
し
の
場
合

は
、
消
防
本
部
正
面
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
庶
務
課

　

☎（
０
５
６
４
）63-

０
５
１
４

　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所

　

☎（
０
５
６
４
）58-

０
０
９
５

そ
の
ほ
か
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が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
　

が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
「
働
き
た
い
け
ど
働
け
な

い
」、「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
考
え
て
い
る
若
者
や
そ
の
保

護
者
に
対
し
、
社
会
的
自
立
を
目
指
し

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

各
種
相
談
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
同
じ
境
遇
の
若
者

に
接
し
、
集
う
場
と
な
る
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

悩
み
の
人
は
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き　
３
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

多
世
代
交
流
施
設
（
豊
坂

ほ
っ
と
館
）
２
階　

地
域
活
動
室

対
象　
39
歳
以
下
の
無
業
者
、
ま
た
は

そ
の
保
護
者

そ
の
ほ
か　
１
組
１
時
間
程
度
で
す
。

問
合
せ　
が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
５
３
３-

67-

３
２
０
１

自
衛
官
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
募
集
の
お
知
ら
せ

　
　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
非
常
勤
の
特

別
職
国
家
公
務
員
で
、
指
定
さ
れ
た
教

育
訓
練
修
了
後
に
、
陸
上
・
海
上
自
衛

官
と
し
て
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

●
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　
年
間
を
通
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験
日
・
試
験
場
所

　

２
月
９
日
（
土
）　

守
山
駐
屯
地

　

２
月
23
日
（
土
）　

豊
川
駐
屯
地

　

３
月
８
日
（
金
）　

守
山
駐
屯
地

　

３
月
16
日
（
土
）　

豊
川
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補

受
付
期
間　
４
月
12
日
（
金
）
ま
で

資
格

【
一
般
公
募
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
自
衛
官
未
経
験
者
（
自
衛
官
で

あ
っ
た
期
間
が
１
年
未
満
の
人
も

含
む
）

【
技
能
公
募
】
18
歳
以
上
で
国
家
資

格
な
ど
を
有
す
る
自
衛
官
未
経
験

者
（
資
格
に
よ
り
上
限
が
53
未
満

か
ら
55
歳
未
満
。
自
衛
官
で
あ
っ

た
期
間
が
１
年
未
満
の
人
も
含

む
）

問
合
せ　
自
衛
隊　

岡
崎
出
張
所

　

☎(

０
５
６
４)

58-

０
０
９
５

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
）

▲
自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
こ
ち
ら

　
掲
載
内
容
の
訂
正
に
つ
い
て

　
　

12
月
号
の
情
報
あ
ら
か
る
と
に
掲

載
し
ま
し
た
、「
幸
田
町
と
島
原
市
の

歴
史
的
つ
な
が
り
を
勉
強
し
ま
し
ょ

う
！
」
の
平
成
30
年
度　

幸
田
町·

島

原
市 

歴
史
と
文
化
の
友
好
交
流
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　
「
深
溝
松
平
家
墓
所
と
藩

主
松
平
家
墓
所　

−

二
つ
の
お
墓
の
物

語

−

」
の
講
師
で
あ
る
藤
井
恵
介
氏
の

肩
書
が
「
東
京
大
学
名
誉
教
授
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
東

京
芸
術
大
学
客
員
教
授
」
で
す
。
こ
こ

に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
（
内
線
１
９
５
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63-

１
６
７
５

天
下
の
奇
祭
「
鳥
羽
の
火
祭

り
」【
西
尾
市
】

　
　

約
１
、２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
国

指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
神
事

で
す
。
厄
男
を
中
心
に
「
ネ
コ
」
と
呼

ば
れ
る
奉
仕
者
が
燃
え
盛
る「
す
ず
み
」

の
中
に
飛
び
込
み
、
神
木
と
十
二
縄
を

競
っ
て
取
り
出
し
、
神
前
に
供
え
ま
す
。

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
今
年
の
天
候
や

作
物
の
出
来
具
合
を
占
い
ま
す
。

と
き　
２
月
10
日
（
日
）

＊
雨
天
の
場
合
は
２
月
11
日
（
祝
）

に
延
期

内
容　
午
後
３
ご
ろ　

み
そ
ぎ
出
発
、

午
後
７
時
30
分
ご
ろ　

神
事
開
始
、

午
後
８
時
頃　

す
ず
み
に
点
火

と
こ
ろ　
鳥
羽
神
明
社
（
西
尾
市
鳥
羽

町
）　

＊
名
鉄
三
河
鳥
羽
駅
か
ら
徒

歩
約
10
分

そ
の
ほ
か　
会
場
周
辺
に
は
無
料
の
臨

時
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
西
尾
観
光
案
内
所
（
西
尾
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
内
）

　

☎
０
５
６
３-

57-

７
８
４
０

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139
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●行政相談
　と   き　毎月第３水曜日（祝日除く）
　　　　　午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　総務課�法規グループ（内線361）
　　　　　FAX63－5139
●人権相談
　と　き　毎月第１水曜日�午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　住民課�住民窓口グループ
　　　　　（内線122）FAX63－5334
●消費生活相談
▼幸田町（電話相談可）
　と　き　毎週火曜日�
　　　　　午前10時～正午、�午後１時～４時��
　　　　　＊受付は午後３時30分まで
　ところ　役場１階相談室
　そのほか　専門の相談員が応対します。
　問合せ　企画政策課�政策情報グループ
　　　　　（内線332）FAX63－5139
▼愛知県消費生活総合センター
　と　き　月～金　午前９時～午後４時30分
　　　　　土・日　午前９時～午後４時
　ところ・問合せ　愛知県消費生活総合センター
　　　　　　　　　☎052－962－0999
●多重債務相談（予約制）
　と   き　毎週火・木曜日　午後１時～４時
　ところ・問合せ　愛知県消費生活総合センター
　　　　　　　　　☎052－962－0999
●司法書士法律困りごと相談（予約制）
　と　き　毎月第１・３水曜日�午後１時～４時
　ところ　福祉サービスセンター
　そのほか　１週間前までに事前予約が必要
　問合せ　幸田町社会福祉協議会
　　　　　☎62－7171、FAX62－7254
●無料法律相談（予約制）
　と   き　毎月第２木曜日�午後１時～４時
　ところ　役場３階301会議室
　問合せ　住民課�住民窓口グループ
　　　　　（内線122）FAX63－5334
●心配ごとお気軽相談（電話相談可）
　と   き　毎週水曜日　午前９時～正午
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課�福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●母子父子家庭相談（電話相談可）
　と　き　毎月第４木曜日
　���������　午前10時～午後４時
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課�福祉グループ
　　　　　（内線153）
　　　　　FAX56－6218

●こどもの相談
　と   き　毎月第２水曜日�
　　　　　午前10時～午後４時
　ところ　役場１階相談室
　問合せ　福祉課�福祉グループ（内線153）
　　　　　FAX56－6218
●子育て相談（訪問相談可）
　と   き　月～金曜日�午前８時30分～午後５時
　　　　　土曜日�午前８時30分～正午
　　　　　＊土曜日は電話相談のみ（祝日除く）
　ところ・問合せ　上六栗子育て支援センター
　　　　　　　　　☎・FAX�62－8333
●教育相談
　と　き　火～金　午前10時～午後６時
　ところ　中央公民館教育相談室
　問合せ　☎・FAX63－1188
　　　　　Ｅメール�soudan@sk2.aitai.ne.jp
●高齢者の相談（訪問相談可）
　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　ところ　福祉サービスセンター
　問合せ　幸田町地域包括支援センター
　　　　　☎62－7331、FAX62－7254
●認知症介護電話相談
　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前10時～午後４時
　ところ　認知症の人と家族の会・愛知県支部
　問合せ　☎0562－31－1911
　　　　　FAX0562－33－7102
●若年性認知症カフェ（相談・交流会）
　と   き　毎月第１土曜日�午前10時～正午
　ところ　就労継続支援Ｂ型事業所ひなた
　問合せ　福祉課�介護保険グループ（内線156）
　　　　　FAX56－6218
●身体障がい者･知的障がい者更生相談
　と　き　身体障がい者�毎月第１・３木曜日
　　　　　知的障がい者�毎月第２・４木曜日
　　　　　ともに午前10時～正午
　ところ・問合せ　つどいの家�
　　　　　　　　　☎・FAX�63�ー2941
●身体・知的・精神障がい者相談
　と　き　月～金（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　ところ　①生活支援センターこうた
　　　　　②相談支援事業所ひなた
　　　　　③幸田町社協相談支援事業所
　相談員　相談支援専門員、社会福祉士、精
　　　　　神保健福祉士
　そのほか　ご家庭への訪問相談も行ってい
　　　　　　ます（要予約）。
　問合せ　①☎63－1775
　　　　　②☎77－6900
　　　　　③☎62－7171
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●心の病気を抱える人の家族の相談会
　と　き　毎月第３火曜日
　　　　　午後１時30分～３時
　ところ　つどいの家１階　図書室
　内   容　精神保健福祉士などが相談に応じ
　　　　　ます。
　問合せ　福祉課�福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●憩いの場（心の病気のある人のデイケア）
　と   き　毎週火曜日�午後１時30分～４時
　ところ　つどいの家�会議室・図書室
　相談員　精神保健福祉士
　問合せ　福祉課�福祉グループ（内線151）
　　　　　FAX56－6218
●ひきこもり家族の集い
　と　き　２月20日（水）
　　　　　午後５時～６時30分
　ところ　つどいの家
　対   象　ひきこもり状態にある本人または
　　　　　家族
　問合せ　幸田町障害者基幹相談支援センター
　　　　　☎63－1755、FAX63－1756
●精神保健福祉（心の病、心の健康）相談
　と　き　月１回開催（要電話予約）
　ところ・問合せ　西尾保健所健康支援課
　　　　　　　　　☎0563－56－5241
　　　　　　　　　FAX0563－54－6791
●子どもの権利擁護委員会
　と　き　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　問合せ　こども課�児童育成グループ
　　　　　（内線133）、FAX63－5334
　　　　　Ｅメール�kodomo@town.kota.lg.jp
●国税に関する「電話相談センター」
　と　き　月～金（祝日、年末年始除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時
　利用方法　①岡崎税務署�☎58－6511へ
　　　　　　　電話
　　　　　　②自動音声→「１」を押す
　　　　　　③自動音声→相談内容の番号を
　　　　　　　押す

寄付ありがとうございます
（敬称略）

幸田町へ

大須賀�朋成
／金2,000,000円
　島原城松平七万石　島原藩士屋敷図
幸田町社会福祉協議会へ

あいち三河農業協同組合
　　　　　　　　　／金40,000円
平成23年度区長ＯＢ会／金8,292円
㈱石原組従業員一同／金1,200円

毎月の相談 寄　付
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松原 　順一

谷川 　作一

平岩 　政司

松本 　由美

小林　　力

浅井 　初雄

村松 　傳介

谷川 　繁和

齋藤　　勇

斎藤 　周三

杉浦　　剛

村越 　浩幸

川瀬 　心晴

大原 　茉裕

今枝 　詩葉

下村 　幸輝

岩井 　咲茉

高田 　航成

安藤 　大稀

今井 　暁斗

児玉 　莉音

小野 　湧誠

松永 　唯里

小野 　百香

木村 　湖美

今泉 　翔大

森川 乃埜華

水野 　葵斗

加藤 真優人

武藤 　悠斗

廣濱　　紬

道上 ひめ乃

（こはる）

（まひろ）

（うたは）

（こうき）

（えま）

（こうせい）

（だいき）

（あきと）

（りおん）

（ゆうせい）

（ゆいり）

（ももか）

（このみ）

（しょうた）

（ののか）

（あおと）

（まゆと）

（ゆうと）

（つむぎ）

（ひめの）

萌依

裕史

賢司

哲也

英昭

丞

光範

和樹

翔

勝彦

優作

航平

豊・理子

尚也

数也

敬太

雅司

弘和

靖人

里沙

横落

鷲田

里

鷲田

岩堀

岩堀

鷲田

岩堀

鷲田

岩堀

坂崎

六栗

六栗

野場

大草

鷲田

六栗

岩堀

鷲田

芦谷

松原 　順一

谷川 日出子

平岩 　政司

松本 　哲治

小林 美代子

浅井 　義正

村松 　傳介

谷川 　富香

齋藤　　勇

斎藤 　周三

杉浦 二�枝

村越 　雪男

里

高力

芦谷

里

鷲田

坂崎

横落

高力

坂崎

里

六栗

海谷

90

89

92

88

90

61

79

87

94

75

97

82

人口動態【H31.1.1現在】

戸籍異動

総人口　41,947人 （前月比+47人）
　内　男　21,298人　女　20,649人
世帯数 15,815世帯（前月比＋36世帯）
12月中の主な異動
出　生　 26人（男 13人 女 13人）
死　亡　 23人（男 13人 女 10人）
転　入　192人（男115人 女 77人）
転　出　142人（男 80人 女 62人）

おめでとうございます

※プライバシー保護のため、希望者のみ掲載
　しています。掲載希望の人は、届け出時に
　住民課にお申し出ください。

おくやみ申し上げます

死亡者 年齢 世帯主 区

 12月届出分
（順不同・敬称略）

出生児 保護者 区

①テレビ回覧板ＷＥＥＫＬＹ』（15分）
　幸田町、蒲郡市の地域ニュース。毎週土曜日更新
　（毎日９：00、12：00、15：00、17：00、19：00、22：00放送）

②『町の風景』（10分）
　幸田町、蒲郡市の美しい風景をお届けします。
　２月９日（土）～ 22日（金）　１週目�９：15、12：30、19：15放送
　　　　　　　　　　　　　２週目�12：15、18：00、22：15放送

③『マイ Ｈｏｍｅ Ｔｏｗｎ』（30分）
　「私の町」をテーマにしたエリア内の情報番組です。
　２月９日（土）～ 22日（金）

④『幸田イチオシみっけ』（15分）
　２月23日（土）～３月８日(金)

③④は期間中　１週目��９：30、19：30、22：30放送
　　　　　　　２週目��10：30、15：30、20：00放送

⑤『店ばな工房』（15分）
　幸田町、蒲郡市にあるお店を紹介します。
　２月16日（土）～３月１日（金）　１週目��９：15、12：30、19：15放送
　　　　　　　　　　　　　　２週目��12：15、18：00、22：15放送

問合せ　三河湾ネットワーク株式会社　☎0120－794934

　温かい料理にぴったりの冬野菜や旬を迎え
たイチゴなど、おいしい農産物がお値打ちで
す。ぜひお買い求めください！
　また、イベント当日は、おいしさのつまっ
た新鮮なお野菜をふんだんに使った「野菜たっぷり汁」の配布がご
ざいます（無くなり次第終了）。寒い日が続きます。栄養たっぷり
の野菜汁でぜひ温まっていってください！
と　き　２月24日（日）午前９時～午後５時（配布は午前10時ごろ）
問合せ　道の駅　筆柿の里・幸田（担当�牧野）
　　　　☎（0564）63－5171　FAX（0564）63－5191

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹
　　　　　　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

産直の日セールを開催します

ケーブルTV 2月の番組案内
スマイル12チャンネル
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人間ドック・がん検診を受けましょう
　平成31年度分の人間ドック・各種がん検診などの申込受付を開始します。詳細は、広報こうた２月号と同時配布の

「申込書案内」をご覧ください。

　自覚症状のない生活習慣病やがんを早く見つけ、重症化を予防するためには、健診を受けることが最も有効的です。

国民健康保険の40～74歳（2020年３月31日現在）の人は、特定健康診査（メタボ予防健診）の対象者です。「人間ドッ

ク（幸田町国民健康保険の特定健康診査を含む）」または「住民健診」を毎年必ず受けてください。なお、「住民健診」

のご案内は、５月中にお送りします。

申込み　�２月１日（金）～３月29日（金）に、「人間ドック・脳ドック・肺ドック・がん検診申込書」に必要事項を記入し、
健康課健康増進グループまで郵送または持参してください。電話による申し込みはできません。

　　　　＊�特定健康診査受診券を利用される人は、特定健康診査受診券がお手元に届きましたらお申し込みください。

特定健康診査受診券を利用される人の申込期限は、９月末まで延長します。

　　　　＊申込期間を過ぎてしまった場合は、健康課健康増進グループまでご相談ください。

　　　　＊申込書は、町ホームページの様式配信サービスにも掲載していますのでご利用ください。

問合せ　健康課健康増進グループ　☎（0564）62－1111（内線182）　FAX（0564）62－8127

対象者には２月下旬に接種券を郵送します。
予防接種の種類 接種期間 接種方法

ヒブ予防接種（初回接種）
平成31年１月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生
日前日

３回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接
種回数が変わってきます。詳しくは、接種券と同封
してある案内を参考にしてください）

ヒブ予防接種（追加接種）
ヒブ初回予防接種を平成30年８月に接種した人
（ただし、１回目を１歳以上で接種した人は除く）

５歳の誕生日前日まで １回接種

小児用肺炎球菌予防接種（初回・追加接種）
平成31年１月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生
日前日

４回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接
種回数が変わってきます。詳しくは、接種券と同封
してある案内を参考にしてください）

Ｂ型肝炎予防接種
平成31年１月生まれの人

生後２か月～１歳の誕生
日前日 ３回接種

四種混合予防接種（第１期初回）
平成30年12月生まれの人

生後３か月～７歳６か月
の前日 20 ～ 56日の間隔で３回接種

四種混合予防接種（第１期追加）
１期初回３回目を平成30年３月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

ＢＣＧ予防接種
平成30年10月生まれの人

生後５か月～１歳の誕生
日前日 １回接種

麻しん及び風しん混合第1期予防接種
平成30年３月生まれの人

１歳の誕生日～２歳の誕
生日前日 １回接種

水痘予防接種
平成30年３月生まれの人

１歳の誕生日～３歳の誕
生日前日 ２回接種

日本脳炎予防接種（第１期初回）
平成28年３月生まれの人

３歳の誕生日～７歳６か
月の前日 ２回接種

日本脳炎予防接種（第１期追加）
１期初回２回目を平成30年３月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

日本脳炎第２期予防接種
平成22年３月生まれの人

９歳の誕生日～ 13歳の誕
生日前日 １回接種

二種混合第２期予防接種
平成20年３月生まれの人

11歳の誕生日～ 13歳の誕
生日前日

１回接種（接種の際は、必ず保護者同伴でお出掛けく
ださい）

ロタ予防接種（任意接種）
平成31年１月生まれの人

１価（ロタリックス）は
生後６週～生後24週。
５価（ロタテック）は生
後６週～ 32週

４週以上の間隔で、１価（ロタリックス）は２回接種。
５価（ロタテック）は３回接種。

おたふくかぜ予防接種（任意接種）
平成30年３月生まれの人

１歳の誕生日～２歳の誕
生日前日 １回接種

予防接種を受けましょう
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日／曜 受付時間 備考

母子健康手帳交付
４日（月）
11日（月）
18日（月）
25日（月）

午前9時45分～ 10時

時間：午前10時～正午
内容：母子健康手帳交付説明会、健診受診票交付、
妊娠中の生活の話、個別相談など
持ち物：妊娠届出書　裏面に記載してある持ち物をご持参ください。
そのほか：都合の悪い人、外国籍の人は、ご連絡ください。

こんにちは
赤ちゃん訪問 随時

対象：生後４か月未満の赤ちゃんのいる全家庭
内容：赤ちゃん訪問員（地域の先輩ママ）による、地域の子育て情報の提
供・絵本のプレゼント・心配や困っていることなどの聴取。（心配事には、
あとで保健師などが連絡し、相談に応じます。）
＊事前に電話連絡有（電話番号が分らない場合は、直接伺う場合もあり
ます。）転入などで赤ちゃん訪問連絡票を出されていない人は、電話
連絡をお願いします。

助産師などによる
新生児等訪問相談 随時（電話予約が必要です）

対象：生後２か月未満の母子
内容：助産師または保健師の家庭訪問による個別相談、母乳に関する悩
み・授乳・育児・産後の体・生活、母の気持ち等の相談・指導

母乳相談 14日（木） 午前9時30分～ 11時 対象：生後３か月未満の母子（予約制）内容：母乳授乳量測定、授乳相談

乳幼児健康相談 13日（水） 午前9時30分～ 11時 対象：乳幼児　内容：保健師・栄養士による育児、健康相談

成人健康相談 28日（木） 午前9時30分～ 11時 健康に関すること全般（栄養相談も含む）

＊各種相談は、電話でも随時受付しています。必要に応じ、家庭訪問指導も行います。� � �
＊�乳幼児健診、歯科健診、予防接種、母乳相談、乳幼児健康相談、離乳食講習会には、必ず母子健康手帳をお持ちくださ
い。�

日／曜 受付時間 備考

誰でもできる健康体操

初心者編
15日（金）
上級者編
８日（金）
22日（金）

午前10時～11時30分
簡単で効果的な歩き方や健康に
よい姿勢を学びます。

離乳食後期講習会
（かみかみクラス）

７日（木） 午後１時～１時30分

対象：生後８～10か月児の保護者
内容：離乳食の進め方・幼児食について
託児：申込み２月25日（月）～３月１日（金）
　　　定員８人　＊先着順

４か月児健診
（30年10月９日～11月４日生）

12日（火）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：身体測定、内科健診、集団の話、
　　 個別相談、絵本の読み聞かせ

10か月児健診
（30年４月４日～４月30日生）

５日（火）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：身体測定、内科健診、集団の話、
　　 個別相談、歯みがき相談

1歳６か月児健診
（29年８月17日～９月10日生）

14日（木）
午後０時50分～２時

集団の話／０時50分～１時10分
内容：身体測定、内科・歯科健診、
　　 集団の話、フッ素塗布、個別相談

２歳児歯科健診
（29年１月31日～２月28日生）

６日（水）
午後１時～２時

集団の話／１時～１時20分
内容：歯科健診、歯みがき指導、集団の話、
　　 フッ素塗布、個別相談

３歳児健診
（28年１月26日～２月18日生）

19日（火） 午後０時50分～２時
内容：尿検査、身体測定、内科・歯科健診、
　　 フッ素塗布、個別相談

幸田町役場　☎（0564）62―1111㈹　FAX（0564）63―5139

申込み・問合せに関しては、役場および各施設で
開庁日、開館日が異なりますのでご注意ください。

３月の保健センター 相談

３月の保健センター 行事・健診
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●岡崎市医師会（公衆衛生センター内）
　夜間急病診療所

●蒲郡市保健センター

診療科目　内科・小児科・外科　　
診療日　毎日　＊夜間のみ　　
受付時間　午後7時30分～10時30分　　
診療時間　午後8時～11時　　
問合せ　☎0564－52－1906

診療科目　内科・小児科　　
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　
受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時　　
問合せ　☎0533－67－2555

●岡崎歯科総合センター
診療日　日曜日・祝日：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分　
　　　　平日夜間（月～土）：午後7時30分～10時30分　　
問合せ　☎0564－21－8000

●蒲郡市保健センター
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　　
受付時間　午前9時～正午　　問合せ　☎0533－69－8020

（休日緊急診療と同じ）

夜間緊急診療

休日緊急診療 救急医療情報センター

歯科の休日・夜間緊急診療

当直医をお探しの地域
幸田町、岡崎市

蒲郡市ほか東三河地域
西尾市

　どうしても医療機関が見つからないときは、愛知県救急医療情報センター
にお電話ください。オペレーターが24時間体制でお知らせします。

＊保険証をお持ちください。
＊都合により当直医を変更することもありますので、救急医療情報センターでご確認ください。＊市外局番はすべて（0564）です。

●夜間おくすり相談については…岡崎薬剤師会　 080－9730－5274 受付時間／午後8時～翌日午前6時

掲載日以外を知りたい人は、岡崎市医師会のホームページをご覧ください。

日曜・祝日の当直医療機関・薬局（2/16～3/15）
受付時間　午前９時～正午、午後２時～６時

2月17日（日） 2月24日（日） 3月3日（日） 3月10日（日）
内科
または
小児科

岩瀬医院
（福岡）

☎51-9036

とみた小児科
（横落）

☎63-1180

内科･消化器科 
ゆうクリニック
（六名南1）
☎58-5311

伊藤医院
（定国）

☎43-2678

外科
菅整形外科・内科クリニック

（石神）
☎24-2828

城南整形外科
（宮地）

☎54-6686

北斗病院
（仁木）

☎66-2811

別府外科
（鴨田）

☎22-4139

皮膚科
細井医院※

（福岡）
☎51-1325

上野泌尿器科皮膚科医院※

（日名南）
☎26-1126

福田泌尿器科・皮膚科医院※

（六名本）
☎58-6711

わかまつ町皮ふ科
（若松）

☎55-9912

耳鼻
咽喉科

耳鼻咽喉科jクリニック
（不吹）

☎71-6767

康生医院
（康生通）

☎21-1340

坂堂医院
（福寿）

☎21-6156

むつみ耳鼻咽喉科
（井内）

☎72-2320

眼科
すずき眼科クリニック

（上里１）
☎65-3001

奥田眼科クリニック
（洞）

☎26-2220

小出アイクリニック
（中之郷）

☎54-3636

橋本記念眼科
（三崎）

☎53-9904

産婦人科 救急医療センターへお問い合わせ　☎21-1133

薬局

すずらん薬局
（福岡）

☎57-8722 むつみ薬局
（宮地）

☎54-8819

シンコー薬局六名店
（六名南１）
☎64-2831 あらこ薬局

（若松）
☎58-5500

クロノ薬局
（石神）

☎22-3965

ハーズ
岡崎調剤薬局

北斗店
（仁木）

☎45-1211

アイセイ薬局
第２洞店
（洞）

☎65-3836

アポロ薬局 六ツ美店
（井内）

☎58-5687どれみ調剤薬局
（不吹）

☎71-2017

パナプラス薬局 むつな店
（向山）

☎58-2777
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2019/2/16-2019/3/15

問合せ　環境課ごみ対策グループ
☎（0564）62－1111（内線273）
FAX（0564）63－5169

2 February 3 March

32
      1 2 
 3 4 5 6 7 8 9 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28

      1 2 
 3 4 5 6 7 8 9 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23
24　
　31 25 26 27 28 29 30

　　
★粗大ごみは、受付で町内在住確認のため運転免許証などの身分証を提示していただきます。 ■土・日曜日は混雑しますので、なるべく平日に搬入してください。
■粗大ごみに出せないものもありますので、事前に環境課へお問い合わせください。　＊燃やすごみ、分別ごみは粗大ごみでは出せません。
●粗大ごみ戸別収集電話受付日　　申込先　夏目運輸㈱（0564）62-1371、中部保全㈱（0564）56-6161 ＊1品につき粗大ごみ納付券（300円）が1枚必要です。
　粗大ごみ収集日　場所　粗大ごみ集積処理場　　　受付時間　月～金：午前9時～正午　土・日：午前9時～正午、午後1時～3時
　　　　　　　　　＊受付時間における注意　土日午前の部に限り、混雑している場合は、受付車両数を制限させていただく場合があります。
　資源拠点回収日　場所　坂崎小学校北駐車場、保健センター駐車場、粗大ごみ集積処理場　　　時間　午前9時～午後3時
　　　　　　　　　品目　紙類（新聞、チラシ、雑誌、段ボール、紙パック、ミックスペーパー）、古着、アルミ缶、スチール缶、小型家電

16
土

親子ふれあい春まつり（町民会館�10：30）
愛知大学オープンカレッジ（中央公民館�13：30）

17
日

マタニティ教室（パパママ編）
(保健センター 10：00)
認知症カフェ (フェリシーテ幸田�14：00)

18
月

確定申告相談(～3月15日)
（役場4階ホール�9：30）
税理士による無料税金相談所
(幸田町商工会�9：30)
ボランティア講習会（くりくりひろば�10：00）
深溝学区げんきかい（市場公民館�10：00）

19
火
20
水 あったかひろば（豊坂保育園�10：00）

21
木 幸田学区げんきかい（大草老人憩の家�10：00）

22
金

誰でもできる健康体操（初心者編）
(保健センター 10：00)

23
土 子育て講座③（くりくりひろば�10：00）

24
日

25
月

65歳到達者の介護保険被保険者証交付説明会
（保健センター�10：00）
豊坂学区げんきかい
（高齢者ふれあいプラザ�10：00）

26
火 あったかひろば（深溝保育園�10：00）

27
水

あったかひろば（里保育園�10：00）
認知症カフェ
(グループホームおり姫�14：00)

28
木

１
金

親子で人形劇を見よう！
（くりくりひろば�10：30）

２
土
３
日
４
月
５
火
６
水

お達者体操体験会・活動報告会
（中央公民館ホール�13：30）

７
木

荻谷学区げんきかい（芦谷公民館�10：00）
離乳食後期講習会(保健センター 13：30)

８
金

誰でもできる健康体操（上級者編）
(保健センター 10：00)

９
土

ファミサポ会員のお楽しみ交流会
(くりくりひろば�10：00）
公務員ガイダンス（消防本部�13：00）

10
日
11
月 坂崎学区げんきかい（坂崎公民館�10：00）

12
火

シニア向けスマホ教室
（中央公民館�第2・3会議室�13：00）

13
水

シニア向けスマホ教室
（中央公民館�第2・3会議室�13：00）

14
木 中央学区げんきかい（岩堀公民館�10：00）

15
金

誰でもできる健康体操（初心者編）
(保健センター�10：00)
すくすくこうたっ子特別講座（食育編）
(保健センター�10：00)
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文部科学大臣賞　　須美区（土方歳三）
経済産業大臣賞　　横落区（女武者）
県知事賞　　（株）デンソー幸田製作所（八幡太郎義家）
町長賞　　上六栗区凧の会（楠木正成）
議長賞　　芦谷区たこの会（上杉謙信）
教育長賞　　中央小学校（いのしし）
実行委員会長賞　　坂崎区（桃太郎）
三州幸田の凧の会長賞　　大草凧の会（楠木正成）
東海テレビ放送賞　　岩堀区（西郷どん）
中日新聞社賞　　西浦風神凧の会（風神物語）
農協組合長賞　　荻区凧の会（文字凧）
商工会長賞　　幸田町消防団第２分団第１部（め組の辰五郎）

町長賞　　　寺
てら

岡
おか

�好
よし

徳
のり

（日本海内灘砂丘凧の会）
実行委員会長賞　　桜井凧保存会凧作りグループ
三州幸田の凧の会長賞　　浜松凧の会

町長賞　　羽
は

佐
さ

田
だ

�嘉
よし

男
お

教育長賞　　たいよう形原
実行委員会長賞����　前

まえ

田
だ

�正
まさ

勝
かつ

三州幸田の凧の会長賞　　幸田みやこ認定こども園
東海テレビ放送賞　　井

い

爪
づめ

�知
ち

慧
え

中日新聞社賞　　幸田町手をつなぐ育成会
農協組合長賞����　加

か

藤
とう

�文
ふみ

隆
たか

商工会長賞　　杉
すぎ

浦
うら

�同
とおる

町長賞　　原
はら

�颯
そう

佑
すけ

実行委員会長賞����　榊
さかき

原
ばら

�倖
こう

三州幸田の凧の会長賞　　稲
いな

吉
よし

�美
み

咲
さき

������
東海テレビ放送賞　　古

ふる

田
た

�紗
さ

織
おり

�
中日新聞社賞　　山

やま

田
だ

�陽
ひなた

向
農協組合長賞　　玉

たま

木
き

�朋
とも

美
み

商工会長賞　　野
の

部
べ

�秀
ひで

仁
ひと

問合せ　こうた凧揚げまつり実行委員会事務局（中央公民館内�生涯学習課）
　　　　☎（0564）62－1111（内線197）　FAX（0564）63-1675

  １月13日（日）に、菱池地内で第22回こうた凧揚げまつりを開催しました。当日は晴天に恵まれ、大凧を始めとし
た160の凧が競技に参加し、約25,000人が来場しました。各部門の審査結果をご紹介します（敬称略）。

大凧の部

全国の部

中凧の部

小凧の部

大空へ、駆け上がれ！
第22回こうた凧揚げまつり




